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髙
た か ぎ

木 瑠
る い

偉さん

● 赤見中３年

サッカー選手を夢見て

　ぼくは将来、プロのサッカー選手になりたいと考えています。

　Ｊリーガーとなって、数年間日本国内で経験を積み、できれば海

外へと進出してプレイしたいです。そして日本代表選手となって、

オリンピックなどで活躍できればと考えています。

　この夢は大きすぎて、不安な面もありますが、夢をあきらめずに

努力することこそ大切だと思っています。また、物事を広い視野で

とらえ、寛容な心をもった人間になりたいです。今はそのために、

学習やサッカーの練習に打ち込む毎日です。

みんなの広場に
出てみませんか？

「すてきな仲間たち」「めおと人生」

に登場していただける方を募集し

ています。自薦・他薦は問いません。

※「すてきな仲間たち」「めおと人

　生」は隔月で掲載します

■問合せ

　　政策調整課広報広聴係

　　☎（２０）３０３７

今回の表紙　「さの秀郷まつり」８月１０日（金）～１２日（日）開催

　今年は１０年ぶりとなる前夜祭を含め、３日間、さの秀郷まつりが開催されました。

　最終日の１２日（日）には１０基のみこしと４基のおはやしの巡行が行われ、勇壮な

掛け声や賑やかな音楽とともに佐野駅周辺を練りまわりました。

亀
かめやま

山 秀
ひであき

明さん（７５歳）

　　 　香
かおる

さん（７１歳）高橋町

　

ご
結
婚
何
年
目
で
す
か

　

昭
和
38
年
に
結
婚
し
、
今

年
で
49
年
目
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
で
印
象
に

　

残
っ
て
い
る
出
来
事
は　

　

夢
中
で
勤
め
て
き
ま
し
た

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
定
年

に
な
り
ま
し
た
。
家
の
こ
と

は
妻
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
で
し

た
か
ら
、
妻
に
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

夫
婦
円
満
の
秘
訣
は

　

自
分
だ
け
が
正
し
い
と
思

わ
ず
、
お
互
い
を
認
め
る
こ

と
で
す
。

　

今
後
の
抱
負
は

　

こ
れ
ま
で
米
や
ブ
ド
ウ
を

育
て
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
養
蜂
に
挑
戦
し
ま
す
。

　

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
特
に
、
ほ
か
の
地
域

と
連
携
し
な
が
ら
、
若
い
人

た
ち
の
縁
を
取
り
持
つ
手
助

け
を
し
た
い
で
す
。

　

日
本
舞
踊
を
嗜
ん
で
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
稽
古
を
つ

み
つ
つ
、
老
人
施
設
の
慰
問

な
ど
も
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
。　

　

若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

先
行
き
不
透
明
な
時
代
で

す
が
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
将
来
を
見

据
え
、
不
測
の
事
態
に
も
対

処
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

　

楽
し
そ
う
に
つ
ぎ
つ
ぎ
と

今
後
の
抱
負
を
語
る
秀
明
さ

ん
を
、
香
さ
ん
が
微
笑
み
つ

つ
、
そ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

　

亀
山
さ
ん
ご
夫
妻
、
こ
れ

か
ら
も
お
幸
せ
に
。　

ＱＱＱＱ 二秀二秀

Ｑ二

将来への人生設計を

香
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○プロフィール

５７歳。

こども自然塾代表の

ほか、地元小学校の

見回り活動や、少年

指導員などを務める。

将来を担う子どもた

ちの活動・安全を見

守り続けている。

青
あお き ゆ き お

木行雄さん
（韮川町）

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

市
長
か
ら
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
日
『
ま
ん
が
田
中
正
造
〜
渡
良
瀬
に
生
き
る
〜
』
が
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
漫
画
は
、
正
造
翁
の
没
後
百
年
顕
彰
事
業
の
一

環
と
し
て
、
翁
の
偉
業
を
多
く
の
方
に
広
め
る
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
製
作
し
ま
し
た
。
原
作
・
水
樹
涼
子
さ
ん
、
制
作
・
文
星
芸
術

大
学
、
発
行
元
・
下
野
新
聞
社
で
１
万
部
発
刊
し
ま
し
た
の
で
、

児
童
生
徒
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
10
月
の
没
後
百
年
記
念
演
劇
公
演
で
は
、
市
民
劇

団
で
あ
る
「
さ
の
演
劇
塾
」
を
中
心
に
、
広
く
公
募
に
よ
る
市
民

参
加
を
求
め
、
市
民
に
よ
る
演
劇
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

７
月
・
８
月
は
、
た
ぬ
ま
ふ
る
さ
と
祭
り
、
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
、

く
ず
う
原
人
ま
つ
り
を
は
じ
め
三
毳
山
大
文
字
焼
き
や
各
町
内
の

納
涼
祭
な
ど
が
、
地
域
の
特
色
を
い
か
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
さ
の
秀
郷
ま
つ
り
で
は
、
前
夜
祭
で
５
人
の
ミ
ス
日
本
や

子
ど
も
た
ち
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
佐
野
女
子
高
・
佐
野
東
高
生
徒

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
と
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド　

ユ
カ
イ
」

さ
ん
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
特
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
支
部
体
育
祭
が
、
先
月
19
日
に
多
く
の
地
区
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
の
市
民
体
育
祭
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
秋
に

向
け
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
健

康
が
第
一
で
す
。
１
人
１
ス
ポ
ー
ツ
を
目
標
に
、
心
と
体
を
鍛
え

ま
し
ょ
う
。
ラ
ジ
オ
体
操
も
お
勧
め
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
来
ま
す
。
災
害
に
備
え
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
見
て
い
た
だ
き
、
土
砂
災
害
、
河
川
氾
濫
な
ど

に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
部
正
英

遊
び
か
ら
見
え
る
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性

　

私
が
青
木
さ
ん
と
逢
う
た
め
、
初
め
て

「
こ
ど
も
自
然
塾
」
を
訪
れ
た
際
、
一
番

最
初
に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
山

の
斜
面
に
作
ら
れ
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
中

で
飛
び
回
り
、
は
し
ゃ
ぎ
回
る
、
子
ど
も

た
ち
の
姿
で
し
た
。
ま
た
、
私
の
姿
を
見

る
や
一
斉
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
こ
ん
に

ち
は
」
の
挨
拶
。
子
ど
も
た
ち
の
運
動
不

足
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
と
言
わ

れ
て
い
る
中
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

吹
き
飛
ば
す
光
景
で
し
た
。
青
木
さ
ん
が

代
表
を
務
め
る
「
こ
ど
も
自
然
塾
」
で
は
、

ゲ
ー
ム
機
の
持
ち
込
み
を
禁
止
し
、
自
然

の
遊
び
に
と
け
こ
み
、
楽
し
む
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら
の
挨
拶
や
遊
び
の
マ

ナ
ー
も
学
ば
せ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
の
来

場
者
は
１
万
６
百
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

市
内
を
は
じ
め
、
県
内
、
県
外
か
ら
の
来

場
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

自
然
塾
の

体
験
と
し
て

約
30
種
類
あ

る

ア

ス

レ

チ
ッ
ク
を
は

じ
め
、
農
業

体
験
、
魚
釣

り
な
ど
で
遊

べ
ま
す
。
ま
た
、
火
お
こ
し
か
ら
食
器
作

り
ま
で
子
ど
も
た
ち
で
お
互
い
に
協
力
し

合
う
カ
レ
ー
作
り
体
験
も
あ
り
ま
す
。
雨

の
日
は
屋
内
で
竹
細
工
や
紙
飛
行
機
づ
く

り
を
し
た
り
と
、
天
気
を
問
わ
ず
多
種
多

彩
な
遊
び
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
敷

地
内
に
は
駄
菓
子
屋
も
あ
り
、
子
ど
も
と

一
緒
に
訪
れ
た
大
人
に
も
懐
か
し
い
匂
い

を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
を
沸
き

立
て
る
た
め
、
体
験
内
容
を
変
え
た
り
試

行
錯
誤
し
て
い
る
青
木
さ
ん
で
も
「
子
ど

も
た
ち
は
自
分
た
ち
で
遊
び
を
見
つ
け
ま

す
。
一
つ
の
遊
び
に
対
し
一
つ
の
遊
び
方

を
す
る
の
で
は
な
く
、
何
種
類
の
遊
び
方

を
考
え
て
楽
し
み
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
姿
を
見
る
と
、
子
ど
も
の
可

能
性
、
発
想
の
無
限
さ
を
い
つ
も
知
ら
さ

れ
ま
す
。
子
ど
も
は
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
！
」
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
学
ば
さ
れ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
で
す
。

　

青
木
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
遊
び
を
通

し
て
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性

を
引
き
出
し
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

飯
田
瞬
）

▲アスレチックで
　遊ぶ子どもたち
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災害から自分たちの家族と地域を守ろう！

家
庭
で
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
お
う

　

災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
準
備
が
大
切
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、

家
族
全
員
が
協

力
し
合
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま

す
。
家
族
で
防

災
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
家
族
防
災
会
議
は
一
度
で
終

わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
月
に
一
回
程
度
、

定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担

　

い
ざ
と
い
う
と
き
誰
が
何
を
す
る
の
か
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
が
い
る
場
合
は
、
誰

が
支
援
の
中
心
に
な
る
の
か
も
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

②
家
屋
の
危
険
箇
所
チ
ェ
ッ
ク

　

家
具
の
転
倒
や
落
下
、
配
置
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ

ク
し
、
危
険
な
箇
所
が
あ
れ
ば
安
全
対
策
を
講

じ
ま
し
ょ
う
。

③
非
常
持
出
品
の
チ
ェ
ッ
ク

　

避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出
す
最
小
限
の
必
需

品
で
す
。
期
限
が
あ
る
も
の
な
ど
は
チ
ェ
ッ
ク

し
入
れ
替
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
構
成
に

合
わ
せ
て
定
期
的
に
見
直
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

④
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の
確
認

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
休
日
な
ど
を
利
用
し
自
宅
か
ら

避
難
場
所
ま
で
実
際
に
歩
き
、
安
全
な
ル
ー
ト

を
探
し
ま
し
ょ
う
。
複
数
の
ル
ー
ト
を
見
つ
け

て
お
く
と
安
心
で
す
。

家
族
防
災
会
議
の
テ
ー
マ

防災行政無線自動放送試験のお知らせ
　全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）の全国一斉自動放送試験が実施されます。

　全国のＪ－ＡＬＥＲＴを運用する地方公共団体すべてで行われ、本市では防災行政無

線から自動放送されます。

▲

放送日時　９月１２日（水）午前１０時・午前１０時３０分（予定）

▲

放送内容

　「これは試験放送です」×３回＋「こちらはぼうさいさのです」＋下りチャイム

■問合せ　危機管理課☎（２０）３０５６

　　　　　消防庁ホームページ　http://www.fdma.go.jp/neuter/houdou_01/houdou24nen.html
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いつか起こりうる災害に備えて

平成２４年度・佐野市総合防災訓練を開催

　市と防災関係機関および市民が一体となった総合防災訓練を次の要領で実施します。

　近年、全国各地で大きな災害が多発しています。総合防災訓練を見て、体験して、防災の

理解や知識を深めてください。

実施要領

（概要）

1. 　目的　

この総合防災訓練は、佐野市地域防災

計画に定める事務および業務の総合的

な計画について、防災関係機関等の参

加協力を得ながら、訓練を通して防災

活動の効果的な実施と技術の向上を目

指す。

さらに、市民の防災に関する理解と意

識の高揚を図ることを目的とする。

2. 　日時　　　　　　　　　　　　　　　

　９月３０日（日）

  　　午前９時３０分訓練開始予定

3. 　会場　　　　　　　　　　　　　　　

　旗川石塚緑地（石塚町）

4. 　訓練項目

防災演技、災害ボランティアセンター

設置訓練、広報訓練、避難所開設訓練、

避難訓練、初期消火訓練、救出・救助

訓練、応急救護所運営訓練、情報収集

訓練、電力・電話・道路・ガス施設・

水道施設復旧訓練、消火訓練、交通規

制訓練、炊出し訓練、車両展示・パネ

ル展示、住宅耐震相談、体験コーナー

など

※内容は変更となる場合があります

会場図

８月３０日（木）から９月５日（水）は防災週間です

運動広場

野球場

運動公園
プール

市民
体育館

佐野消防署西分署

来賓・一般駐車場来賓・一般駐車場来賓・一般駐車場

参
加
者
・

一
般
駐
車
場

参
加
者
・

一
般
駐
車
場

参
加
者
・

一
般
駐
車
場

本部

訓練エリア

観覧専用テント

展示・体験エリア

旗川

佐野市運動公園

佐野松陽・松桜高校

　■問合せ　危機管理課☎（２０）３０５６
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下水道の接続はお済みですか？
　下水道が整備されても、皆さんに使っていただかなければ環境の改善につ

ながりません。下水道が整備され処理区域になりましたら、汲み取り式トイ

レは３年以内に水洗トイレに改造し、台所・風呂場・洗濯場からの汚水と共

に公共下水道に接続してください。

　浄化槽を設置し水洗トイレにしている方でも、台所や風呂場の汚水をその

まま道路側溝に放流しているケースがみられますので、すみやかに下水道へ

の接続をお願いします。

　市では水洗トイレへの改修の促進に、その資金を金融機関からの融資によ

り用意する方に対して、借入利子を市で負担する制度を用意しています。

　現在、下水道への接続の向上を図るべく水洗化促進員が個別訪問を行って

います。下水道のことで不明な点や聞きたいことがある方は、お気軽にご相

談ください。

９
月
10
日
は

　

下
水
道
の
日
で
す

【利用上のお願い】油を下水道に流さないでください !!
　下水道に油やゴミなどを流してしまうと、下水管の詰まりや悪臭の原因となり、周辺に住

む方々に迷惑となってしまいます。街の環境を守り、皆さんが快適に暮らせるようご協力を

お願いします。

○家庭では…

１．鍋や皿についた油は拭き取ってから洗うようにしましょう

２．古い油は新聞紙などで吸い取るか、油を固める製品で燃えるゴミと

　　して出しましょう

○飲食店の皆さんへ

１．定期的にグリーストラップ（油除去装置）の清掃をしてください

２．特に油が多いものは、流さないで別に処理してください

下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」

06

排水設備とは

　家庭から出る汚水を直

接、公共下水道へ流すた

めに、個人の敷地内に設

置する設備を「排水設備」

といいます。

　排水設備は排水管や汚

水ますなどで皆さん個人

で設置し、補修・点検な

どの管理をすることに

なっています。
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秋山川浄化センター施設公開のお知らせ

▲

日時　１０月１３日（土）午前９時３０分～正午

▲

会場　秋山川浄化センター

▲

内容　地下迷路をめぐる探検ツアーや科学の実験

　　　　など、さまざまな催しにご参加いただけます。 　

　　　　○水中にシャボン玉をつくる

　　　　○ペットボトルに雲をつくる

　　　　○トイレットペーパーを水うずまきでとかす

　「紙芝居」や「下水道クイズ」も楽しみながら、ふだん見られない施設内をご覧ください。

　ご参加いただいた方にはエコグッズなど記念品をさしあげます。

接続は市指定の工事店へ !!
　佐野市下水道条例及び佐野市下水道排水設備指定工事店規則により、水洗化工事を行うと

きは、事前に市への届け出が必要です。また、工事は必ず市が指定している排水設備指定工

事店（以下「指定工事店」という。）に依頼してください。トイレや台所、風呂場など、公共下

水道へ接続する排水設備工事は、指定工事店でなければ施工できません。

　指定工事店以外で排水設備工事を施工した場合や、工事着手前の確認および工事完了後の

検査を受けずに下水道を使用すると、下水道使用料をさかのぼって支払わなければならない

場合がありますので、ご注意ください。

　「佐野市排水設備指定工事店」は市ホームページをご覧いただくか、下水道課へご連絡く

ださい。

次のような際は下水道課へ届け出を！！
　届け出をされないと下水道使用料が正しく計算されないため、下水道課までご連絡をお願

いします。

・井戸水を使っているご家庭で、世帯の人数が変わったとき

・上水道や井戸水の使用を追加したり、廃止したりしたとき

・建物の建て替えなど、下水道設備を撤去した場合で、上水道のみを継続して使用するとき

下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」

　■届け出・問合せ　下水道課☎（６１）１１６５

■問合せ　
　秋山川浄化センター
　（植下町３３００番地）
　☎（２３）１１２０
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事前申し込み不要です。

ぜひお越しください。
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地
域
で
の
話
し
合
い
で
統
合
推
進

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
市
全
域

の
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
検

討
を
開
始
す
る
の
に
先
立
ち
、
今
年
２
月
に
複
式
学

級
を
持
つ
学
校
の
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地
区
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
小
中
学
校
の

現
状
や
児
童
生
徒
数
の
推
移
、
小
規
模
校
・
大
規
模

校
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

野
上
地
区
の
場
合

　

野
上
地
区
で
は
地
区
懇
談
会
の
後
、
町
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
中
心
と
し
て
野
上
小
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
協

議
が
重
ね
ら
れ
た
結
果
、

野
上
小
の
統
合
に
つ
い

て
の
署
名
活
動
が
行
わ

れ
、
野
上
地
区
町
会
長

連
絡
協
議
会
長
と
野
上

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

連
名
に
よ
り
、
８
４
２

名
の
地
域
住
民
の
賛
成

署
名
を
添
え
て
教
育
委

員
会
に
来
年
度
か
ら
学
校
統
合
を
実
現
す
る
よ
う
要

望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
切
実
な
声
を
重
く
受

け
止
め
、
来
年
４
月
を
目
指
し
て
三
好
小
と
野
上
小

の
統
合
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
好
小
・
野
上
小
統
合
に
向
け
た
今
後
の
対
応

　

学
校
統
合
は
、
市
議
会
の
議
決
を
経
て
正
式
に
決

定
さ
れ
ま
す
が
、
三
好
小
・
野
上
小
児
童
の
事
前
交

流
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
両
校
児
童
の
一
体

感
を
高
め
る
な
ど
の
対
応
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
統
合
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

地
域
代
表
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
学
校
運
営

や
教
育
計
画
、
設
備
備

品
の
調
整
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

予
定
で
は
、
平
成
25

年
３
月
末
で
野
上
小
学

校
を
廃
校
と
し
、
三
好

小
学
校
に
統
合
し
ま
す
。

三好小・野上小の統合前⇔統合後の児童数・学級数

○三好小（平成２５年４月１日見込み）

学　年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計
児童数 １７ １９ ２１ １９ ２４ １７ １１７

学級数 １ １ １ １ １ １ ６

○野上小（平成２５年４月１日見込み）

学　年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計
児童数 ２ ２ ５ ４ ６ １９
学級数 １ １ １ ３

○統合後の児童数・学級数（平成２５年４月１日見込み）

学　年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

児童数 １９ ２１ ２６ １９ ２８ ２３ １３６

学級数 １ １ １ １ １ １ ６

市
内
全
域
の
市
立
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
な
ど
の
検
討
を
開
始

三
好
小
学
校
と
野
上
小
学
校
の
統
合
を
推
進

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
野
上
地
区
町
会
お
よ
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
「
野
上
小
学
校
早

期
統
合
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
の
提
出
を
受
け
、そ
の
取
り
扱
い
を
審
議
し
た
結
果
、

来
年
４
月
を
目
途
に
三
好
小
と
の
統
合
を
推
進
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

野上小学校

三好小学校

08

■

問合せ　教育総務課

　☎（６１）１１７１

野上小は、現在完全

複式学級を実施。一

部の児童はすでにス

クールバスで通学し

ています。

野上小と三好小は県

道作原上町線で約６

キロの距離にありま

す。
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市全域での適正規模・適正配置について
検討委員会を設置して検討を開始しました
　市教育委員会では、市内全域の市立小中学校の適正規模・適正配置などを検討するため「佐野市立小中

学校適正配置等検討委員会」を設置し、８月３日に第１回の検討委員会を開き、検討を開始しました。

　検討委員会では、学識経験者や市民公募委員２名を含む２０名の委員が委嘱され、委員長に酒井一博

さん（宇都宮大学教育学部教授）、副委員長に津布久捨三郎さん（元佐野市教育委員長）が選任され、寺岡

教育委員長から酒井検討委員会委員長に諮問書が手渡されました。

　今後、小中学校の規模及び配置の適正化に関する事項について、次のような内容を検討していきます。

１　標準規模を下回ることによる教育上の課題の整理・克服

２　佐野市としての小中学校の標準規模の模索

３　通学距離、通学時間及び通学時間による子どもへの影響

４　小中一貫教育と適正配置等の関連

５　その他必要な事項

　計画では来年３月までに市教育委員会へ検討結果を提出し、教育委員会ではそれらを十分に踏まえ小

中学校の適正規模・適正配置について方針を決定していく予定です。

野上小ＰＴＡ会長　松島義明さん　

　野上小は、先生方が一生懸命努力され、スポー

ツや音楽などで素晴らしい成績を残しています。

　しかし、今の人数では集団での学習や運動など

で制約が多く、子どもたちのことを考えると、一

日も早い統合を望んでいます。

　地域に学校がなくなるのはさびしい面もありま

すが、子どもたちにとってよりよい環境で、多く

の友だちとともに勉強や運動ができればと思いま

す。

三好小ＰＴＡ会長　内田研二さん　

　三好小は、１学年あたり２０名程度で安定して

いますが、将来的には児童数が減少していくと思

われます。三好小としては、野上小と一緒になり

児童数が増え、更に活気のある学校になることは

喜ばしいことと捉えています。

　野上小の在校生、卒業生、地域そして教職員の

方々にとっては、学び舎がなくなり、思いは複雑

かと存じます。私の任期中は統合の準備になりま

すが、児童のことをいちばんに考え、十分な議論

を重ね、野上小児童を暖かく迎え入れられるよう

努めたいと思います。

野上地区町会長会・森下憲一さん（長谷場町）
　地域にとって、学校というシンボルがなくなる

のは、やはりさびしい思いです。しかし、子ども

たちが成長していくうえで、互いに切磋琢磨し合

う機会をより多く与えたいという保護者の気持ち

を思いやり、地域の８割以上の賛同を得て、三好

小との統合を要望いたしました。

　野上小の子どもたちは、やさしく、そして一生

懸命頑張っています。三好地区の皆さん、よろし

くお願いいたします。

三好地区町会長会・亀田竹芳さん（戸室町）
　今後、統合に伴い克服すべき事項も多々あろう

かと思いますが、野上・三好地区は、野上川の源

流を共有する兄弟関係であり、全く心配しており

ません。野上地区の住民の方々の大いなる決断に

対して、心より敬意を表し、三好４地区（戸室、

岩崎、船越南、船越北）を代表しまして、積極的

に受け入れに協力してまいります。

09
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10

平
成
25
年
度

保
育
園
入
園
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

　

来
年
度
の
新
入
園
を
希
望
す
る
方
の
入
園
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
保
育
園
入
園
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
は

不
要
で
す
の
で
、
当
日
、
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日時 会場

９月２１日（金）午後６時３０分～ 大橋保育園

９月２２日（土）午後２時～ 城北地区公民館

９月２４日（月）午後２時～ くずう保育園

９月２４日（月）午後６時３０分～ たぬま保育園

９月２５日（火）午後６時３０分～ 勤労者会館

▲

入園できる児童　

　保護者などが仕事や病気などにより、家庭で保育することができない状態の、生後６カ月（園によって

　は２カ月）から就学前までの児童

▲
申込期間　１０月１７日（水）～３１日（水）（土・日曜日は除きます）

▲

申込場所　保育課保育係（東仮庁舎）、または入園を希望する保育園

　※育児休業から職場復帰される方で、２５年度途中から入園を希望する方についても受け付けます

■問合せ　
　保育課☎（２０）３０３８

【説明会日程】

【保育園一覧】

園名 住所 電話番号 定員

公立

伊勢山保育園 相生町２０７－１ （２２）１３７８ ９０ 人

赤坂保育園 赤坂町３０３－２ （２２）２４１２ ９０ 人

米山保育園 米山南町３９ （２３）２６２０ ９０ 人

(仮称）あづま保育園 上羽田町 建設中 ９０ 人

高萩保育園 高萩町６８４－１ （２３）６６７４ ９０ 人

石塚保育園 石塚町５６８－８２ （２５）２３２３ ９０ 人

赤見城保育園 赤見町３５７２ （２５）２２２１ ９０ 人

若宮保育園 若宮下町１２－１ （２４）４０４０ ９０ 人

堀米保育園 堀米町９９０ （２４）４８４７ ９０ 人

大橋保育園 大橋町３１９５－８ （２４）７３２１ ９０ 人

たぬま保育園 戸室町６９２ （６２）０３１２ １２０ 人

吉水保育園 吉水駅前１－１２－２（６２）５８７７ ６０ 人

新合保育園 閑馬町５１３ （６５）００１３ ６０ 人

くずう保育園 葛生東１－１５－２０ （８５）２１１９ １２０ 人

ときわ保育園 豊代町２１３４ （８５）３００２ ８０ 人

私立

風の子保育園 高萩町１３１９－１ （２３）７０８６ ９０ 人

大栗保育園 犬伏下町２４２４－１（２０）５２５５ ９０ 人

飛駒保育園 飛駒町３９３７ （６６）２６５４ ４５ 人

救世軍佐野保育園 浅沼町１８２ （２２）４０８１ ９０ 人

【入園説明会】（予約は不要です。当日、直接お越しください）
　入園申込書などの配布します。また、保育園の概要や、申し込み手続き、保育料について説明します。

　説明会の時間は約１時間です。

※申込書などは保育課と各保育園でも配布しています
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市
有
地
を
売
却
し
ま
す

物件番号 ２４－１ ２２－１ ２２－２ ２０－４２ ２０－４４ １９－３

物件の所在
金屋仲町
２４１１番

高萩町１２９８
番１

高萩町１３０６
番１

高萩町１３０１
番１

高萩町１３０２
番２

鉢木町２０５６
番７外１筆

公簿地積
５２２．２３㎡
（約１５８坪）

９５５．７４㎡
（約２９０坪）

８０８．１２㎡
（約２４５坪）

８７３．０６㎡
（約２６５坪）

５１３．８６㎡
（約１５６坪）

５１７．５１㎡
（約１５７坪）

売却価格 １７，２３３千円 ２８，０９８千円 ２４，４０５千円 ２５，６６７千円 １７，４１９千円 ８，３７９千円

　

市
で
は
、
公
共
的
に
利
用
計
画
の
な
い
市
有
地
に
つ
い

て
、
ヤ
フ
ー
㈱
の
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産

売
却
シ
ス
テ
ム
（
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
を
活
用
し
た

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

　

入
札
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
土
地
に
関
す
る
情
報
お
よ

び
入
札
方
法
を
説
明
し
ま
す
の
で
、
現
地
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ご
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
財
産
管
理

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

物件番号 ２４－４ ２４－５ ２４－６ ２４－７ ２４－８

物件の所在
高萩町
１３００番１

高萩町
１３００番１２

高萩町
１３００番１３

高萩町１３０１
番２

高萩町１３０１
番１０

公簿地積
２５３．００㎡
（約７７坪）

２５３．００㎡
（約７７坪）

２５３．００㎡
（約７７坪）

２５７．８５㎡
（約７８坪）

１９４．２９㎡
（約５９坪）

予定価格
（最低売却価格）

９，６３９千円 ９，２５９千円 ９，１５９千円 ９，８２４千円 ７，１１１千円

現地説明会
（日時）９月６日（木）午前１０時～１１時３０分　
（会場）物件番号２４－４の土地

【公有財産売却スケジュール】

▲

申込期間　９月５日（水）午後１時～９月２１日（金）午後２時

▲

入札期間　１０月５日（金）午後１時～１０月１２日（金）午後１時

▲

入札予定の物件（地目はすべて宅地）

■問合せ　財産管理課管財係　☎（２０）３０５０

【随時売却の物件】　先着順により随時売却を行っています。
※お問い合わせの時点で売却済みの場合もあります。ご了承ください

※詳しくは市ホームページ（行政情報→インターネット公売→公有財産の売却）をご覧ください

犬
の
飼
い
方　

あ
な
た
は
守
っ
て
い
ま
す
か
？

１　

ふ
ん
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

　
　

散
歩
中
に
ふ
ん
を
し
た
時
は
、
必
ず
家
に
持
ち
帰
り
ま

　
　

し
ょ
う
。

　
　

道
路
や
公
園
な
ど
、
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に

　
　

し
ま
し
ょ
う
。

２　

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
　

つ
な
い
で
飼
う
か
、
室
内
や
檻
で
飼
う
場
合
は
逃
げ　

　
　

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

散
歩
の
時
も
、
常
に
リ
ー
ド（
引
き
綱
）を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

３　

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
ま
し
ょ
う

　
　

犬
の
登
録
（
終
生
１
回
）
と
狂
犬
病
予
防
注
射（
毎
年
）は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

　
　

登
録
を
し
た
と
き
に
「
鑑
札
」
が
、
注
射
を
し
た
と
き
に
「
注
射
済
票
」
が
交
付

　
　

さ
れ
ま
す
。

４　

飼
い
主
の
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　
　

鑑
札
、注
射
済
票
の
装
着
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。
連
絡
先
を
書
い
た
名
札
、鑑
札
、

　
　

注
射
済
票
は
、
飼
い
主
を
探
す
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
装
着
し
ま
し
ょ

　
　

う
。

■
問
合
せ

○
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て　
　
　

環
境
政
策
課
☎
（６１）
１
１
５
５

○
犬
や
猫
の
飼
い
方
な
ど
の
相
談
に
つ
い
て　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

２
０
１
２
と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す

▼
日
時　

９
月
23
日
（日）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー（
宇
都
宮
市
）

▼
内
容　

動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
、動
物
な
ん
で
も
相
談
、獣
医
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

　
　
　
　

映
画
上
映
、写
真
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

■
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

11
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12

ぜひご参加ください

第８回さのマラソン大会参加者募集！

▲

期日　１２月９日（日）雨天決行

　　　　開会式…午前９時～　スタート…午前１０時～

▲

会場　運動公園陸上競技場

▲

参加資格　小学生以上で健康に自信のある方

▲

種目　４２．１９５km（フルマラソン）／５km／２km　計３コース

▲

定員　フルマラソン２，０００人

　　　　５㎞ ( 中学生以外）７００人

　　　　２㎞なし

▲

費用　フルマラソン４，０００円

　　　　（その他の種目）一般・高校生２，５００円　中学生１，０００円　

　　　　　　　　　　　親子ジョギング１，０００円　小学生５００円

▲

申込　インターネットサイト「ラン・ネット」（http://runnet.jp/）よりお申し込みください

　　　　（市ホームページにリンクがあります）

　　　　※パンフレットが必要な方はスポーツ振興課までご連絡ください　　　　

▲

申込期間　

　（インターネット）９月２０日（木）～１０月２２日（月）

　（ゆうちょ銀行・郵便局窓口）９月２０日（木）～９月２８日（金）　※消印有効

■問合せ　スポーツ振興課☎（２６）００６５

　立正大学デリバリーカレッジとの共催で下記のとおり講座を開催します。

　田中正造翁の偉業にまつわる話を中心に、身近なエコ生活について学んでみ

ませんか？いずれの講座も、どなたでも受講できます。

▲

時間　各回とも午後１時３０分から３時３０分まで

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

定員　先着６０人（無料）　

　　　　※１回のみの受講も可能です

■

申込　電話で、生涯学習課☎（６１）１１７４ヘ

田
中
正
造
翁
没
後
百
年
顕
彰
事
業

講
座「
エ
コ
な
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
探
し
」

〜
田
中
正
造
没
後
百
年
を
顕
彰
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
近
な
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
〜

　

身
近
な
環
境
問
題
を
考
え
る
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
実
践
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

先
着
順
で
の
お
申
し
込
み
に
な
り

ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期日 内容 講師

９月２２日(土) エコ川柳・エコ俳句で知る環境
福岡　義隆さん
（立正大学名誉教授）

９月２９日(土)

江戸の町再発見

～ ｢もったいない｣ が凝縮していた

　　　　　　　　省エネ都市・江戸～

大塚　昌利さん
（立正大学名誉教授）

１０月６日(土) 家庭から地球環境をまもる
吉岡　茂さん
（立正大学地球環境科学部教授）

１０月１３日(土) 田中正造と都市知識人たち
福井　淳さん
（元宮内庁書陵部）



KOUHOU SANO
H24.9.1

秋の交通安全県民総ぐるみ運動　

●９月２１日から３０日までの１０日間、秋の交通安全県民総ぐるみ運動が実施されます

　交通事故は被害者、加害者ともにその後の生活に大きな影響を及ぼします。皆さんも事故を起さない、

事故に遭わないよう十分注意しましょう。

【運動の基本】子どもと高齢者の交通事故防止　

【運動の重点】

　全国重点　　　○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

　　　　　　　　　（特に、反射材用品などの着用の推進および自転車前照灯の点灯の徹底）

　　　　　　　　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　　　　　　　　○飲酒運転の根絶

　栃木県重点　　○「子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動」の実行

●交通安全イベントの開催
１　交通安全運動の周知と交通安全意識の高揚を目的として実施します。

▲

日時・会場　９月１５日 ( 月・祝 )　午前１０時～　道の駅どまんなかたぬま

▲

内容　パトカー展示、白バイ展示撮影会（子ども用制服を着用）、ガス風船の配布など

○主催　佐野地区安全運転管理者協議会田沼支部　○共催　佐野市・佐野警察署

２　交通安全運動の周知と子どもや高齢者に優しい“３Ｓ運動”の推進を目的として実施します。

▲

日時・会場　９月２２日 ( 土・祝 ) 午後２時～４時３０分・佐野短期大学内

▲

内容 ・｢はるな愛｣さん一日署長

　　　  ・佐野ブランド姫・増田麻美さん（２０１２年度ミス日本 ｢海の日｣）の一日交通課長

           ・アトラクション

　　　   市立西中学校２年・安塚久理人さんのオペラ

　　　　市立犬伏東小学校吹奏楽部のミニコンサート

　　　　チアリーディンググループ ｢佐野フェアリーズ｣ によるチアリーディング

　　　   パトカー展示、白バイ展示撮影会（子供用制服を着用し、白バイに乗って写真撮影）

         　他にも各自動車メーカー車両展示、シートベルトコンビンサー、 街頭啓発､ 啓発品配布など

○主催　３Ｓ運動実行委員会、佐野市、佐野警察署　　　　　　

■問合せ　交通生活課☎（６１）１１５９

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　

市
政
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ
く

「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
、
お
勤
め
、
ま
た
は
通
学
さ

　

れ
て
い
る
18
歳
以
上
の
方
。

　

※
た
だ
し
、
次
の
方
を
除
き
ま
す

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

②
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
職
員

③
過
去
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
委
嘱
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

▼
内
容

①
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
、
要
望
な
ど
を
随
時

　

自
発
的
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

②
市
政
に
関
す
る
調
査
な
ど
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す

③
市
長
が
必
要
と
認
め
る
行
事
、
会
議
な
ど
に
出
席
し　

　

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
募
集
人
数　

５
〜
10
人

※
こ
の
ほ
か
各
種
団
体
・
学
校
か
ら
の
推
薦
な
ど
、
公
募

　

以
外
の
方
も
委
嘱
し
ま
す

▼
任
期　

委
嘱
の
日
〜
平
成
26
年
３
月
ま
で

【
そ
の
他
】

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
年
齢
、
性
別
、
地
域
が
偏
ら

　

な
い
よ
う
に
考
慮
し
て
選
定
し
ま
す
。
選
定
結
果
は
応

　

募
者
全
員
に
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す

・
委
嘱
の
日
程
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
連
絡

　

し
ま
す

・
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

・
個
別
の
問
題
に
対
す
る
苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
る
制
度

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

▼
申
込　

９
月
21
日
（金）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
、　

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
政
策
調
整
課（
南
仮
庁
舎
）

　

☎
（２０）
３
０
３
７
、
℻  （２１）
５
１
２
０
へ

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
職
業
、
関
心

　

の
あ
る
分
野
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

13
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成年後見制度をご存じですか？
　成年後見制度という言葉は、聞き慣れないかも知れません。しかし、すべての方が自分らしく過ごすた

めに、ぜひ知ってください。

●成年後見制度って何だろう？

　成年後見制度とは、認知症の高齢者や知的・精神障がいなどの理由で判断能力が十分でない人の権利を

守る制度です。

　制度では、預貯金や不動産などの財産管理、介護サービス利用や施設入所に関する契約などを行うとき

に、自分で判断して行うことが難しい方々に対して支援します。

●成年後見制度は大きく分けると、次の２つです。

１．法定後見制度（本人の判断能力が十分でない場合）

　法定後見制度は「後見」、「保佐」、「補助」の３つに分かれており、本人の判断能力の程度などに応じて

選択します。家庭裁判所によって選ばれた成年後見人など（成年後見人・保佐人・補助人）が本人の利益を

考えながら、本人を代理して契約などの法律行為をしたり、本人が成年後見人などの同意を得ないでした

不利益な法律行為を後から取り消すなどして、本人を保護・支援します。

　利用の手続きは、本人の住所地にある家庭裁判所に、後見などの開始の審判を申し立てます。

２．任意後見制度（本人の判断能力が十分でない状態になる前）

　任意後見制度は、本人の判断能力があるうちに、将来判断能力が十分でなくなったときのために備えて、

あらかじめ自ら選んだ任意後見人と自分の生活のことや財産管理に関する事務などについて代理権を与え

る契約（任意後見契約）を結んでおく制度です。本人の判断能力が十分でなくなったときに支援を行います。

　利用の仕方は、まず自ら選んだ任意後見人と依頼する内容を話し合っておき、公証人の作成する公正証

書によって契約を結んでおきます。本人の判断能力が十分でなくなったとき、家庭裁判所に任意後見監督

人選任の申し立てをします。

※佐野市にお住まいの方は、宇都宮家庭裁判所足利支部（足利市丸山町６２１・☎０２８４（４１）３１６８）になり

　ます。申し立ての相談や必要な書類、費用については家庭裁判所にご確認ください

14

■問合せ　いきいき高齢課☎（２０）３０２１

介護予防教室「元気いっぱい教室」を開催します

　いつまでも住み慣れた地域でいきいきと自分らしく生活するために、介護予防教室を開催します。

▲

日時・会場　※各会場午後１時３０分～３時

▲

内容

　①美術を楽しみながら脳を活性化（臨床美術士）、②転倒骨折予防のお話と体操（柔道整復師・中高老年

　期運動指導士）、③口の中のお話（歯科医師・歯科衛生士）、④若さを保つ栄養のお話（栄養士）など

▲

対象　市内にお住まいの６５歳以上の方

▲

費用　無料　※初回のみ３００円（画材代）

▲

定員　各会場とも先着１５人

■申込　いきいき高齢課地域支援事業係☎（２０）３０２１
　　　　※お申し込みされた方には個別に通知で詳細をご案内します

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 備考

城北地区公民館 ９月１４日 ９月２１日 ９月２８日 １０月５日 すべて金曜日
植野地区公民館 ９月２６日 １０月３日 １０月１０日 １０月１７日 すべて水曜日
田沼中央公民館 １０月１２日 １０月１９日 １０月２６日 １１月９日 すべて金曜日
葛生地区公民館 １１月７日 １１月１４日 １１月２１日 １１月２８日 すべて水曜日
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　自殺は追い込まれた末の死です。社会的な取組みと適切な治療により防げます。そのためには社会全体

でお互いを支えあうことが大切です。

こころのサイン　気づく人の輪　ひろげます

ゲート（門）キーパー（守る人）とは“命の門番”の意味です

　平成１０年から、自殺死亡数は全国で３万人から減少していません。平成２３年の自殺者数は

３万６５１人で交通事故死亡者数４，６１２人の６．６倍となっています。

　自殺を考えている人は何らかのサインを発していることが多いため、ゲートキーパーの役割は、悩んで

いる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守ることです。

　あなたの大切な人が、いつもと違うと感じたら、以下のことに留意して声をかけてみませんか。

こころの健康づくり　　　　９月１０日～１６日は「自殺予防週間」です

あなたもゲートキーパー宣言！

1. 気づき…家族や仲間の変化に気づいて、声をかけましょう

こんなことはありませんか？

・性格が急に変わったように見える　・引きこもりがちになった

・よく眠れてないようだ　　　　　　・身体の不調を訴えている

2. 傾聴…本人の気持ちを尊重し、耳を傾けましょう

良い聴き方とは

・心配していることを伝える　　　　・悩みを真剣に受け止める　　

・相手の気持ちに寄り添い、ねぎらいの言葉をかける

3. つなぎ…早めに専門家などに相談するよう促しましょう

こころや健康の悩み　→　こころや身体の健康相談　精神保健福祉相談　

　　　　　　　　　　　　いのちの電話など

子育ての悩み　　　　→　育児相談や子育ての悩み相談など

高齢者の悩み　　　　→　健康や福祉、医療や介護の相談など

経済・生活の悩み　　→　多重債務相談　消費生活相談　経営相談など

広報さのでは毎月１５日号に相談ガイドを掲載しています。

日程をご確認のうえ、悩みごとはそれぞれの専門家などに早めにご相談ください。

4. 見守り…温かく寄り添いながら、じっくりと見守りましょう

話を聞いた→専門家につなげた→終了ではありません。

悩みは繰り返すものです。長期間、見守る必要があります。

■

問合せ　健康増進課（佐野市保健センター）☎（２４）５７７０
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国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

被
保
険
者
証
は
10
月
１
日
か
ら

一
斉
更
新
に
な
り
ま
す
。
新
し
い

被
保
険
者
証
を
９
月
末
日
ま
で
に

普
通
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
の
で
、

10
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

保
険
税
に
未
納
が
あ
る
方

に
は
、
有
効
期
限
を
短
縮
し
た

「（
短
）」
と
表
示
さ
れ
た
被
保
険

者
証
や
桃
色
の
資
格
証
明
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
旧
被
保
険
者
証
は
、
医

療
保
険
課（
東
仮
庁
舎
事
務
棟
２

階
）、
佐
野
・
田
沼
・
葛
生
の
各
総

合
窓
口
課
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

【
交
付
方
法
の
変
更
申
込
】　

　

希
望
者
に
は
、
医
療
保
険
課
、

田
沼
・
葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
で

直
接
お
渡
し
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
電
話
で
、
９
月
14
日
（金）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受

け
取
り
の
際
に
は
、
交
付
を
希
望

し
た
窓
口
に
認
め
印
と
現
在
お
使

い
の
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ　

医
療
保
険
課

☎
（２０）
３
０
２
４

【
免
疫
系
疾
患
】

▼
日
時　

10
月
５
日
（金）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

■
申
込　

電
話
で
、
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３
へ

老
人
保
健
福
祉
施
設
な
ど
の

整
備
事
業
者
の
募
集

▼
募
集
施
設　

左
表
の
と
お
り

▼
募
集
説
明
会　

10
月
15
日
（月）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
に
東
仮

庁
舎
議
場
で
行
い
ま
す

▼
申
込　

12
月
３
日
（月）
〜
14
日

（金）
ま
で
に
、
直
接
、
介
護
保
険

課（
東
仮
庁
舎
事
務
棟
１
階
）へ

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２０）
３
０
２
２

く
、
今
、
疲
れ
て
い
ま
す
。

 

い
ざ
と
い
う
と
き
安
心
し
て
救

急
医
療
を
受
け
る
た
め
に
、
日

頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
で
早
め

の
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

健
康
増
進
課
☎
（２４）

５
７
７
０

介
護
者
研
修
会

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ

て
い
る
方
や
福
祉
活
動
や
介
護

に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
13
日
（木）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

▼
会
場　

田
沼
中
央
公
民
館

▼
定
員　

先
着
30
人（
無
料
）

■
申
込　

電
話
で
、
社
会
福
祉
協

議
会
田
沼
支
所
☎
（６１）
１
１
３
９
へ

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
医
療
相
談

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
の

専
門
医
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
（
予
約
制
・
無
料
）。
そ
れ

ぞ
れ
会
場
は
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
宇
都

宮
市
）
で
す
。

【
呼
吸
器
系
疾
患
】

▼
日
時　

９
月
26
日
（水）
午
後
１

時
〜
４
時

16

健
康
福
祉

10
月
か
ら
佐
野
厚
生
総
合
病

院
で
も
「
は
や
お
き
健
診
」

を
実
施
し
ま
す

▼
日
時　

10
月
６
日
・
20
日
、
11

月
17
日
、
12
月
１
日
・
15
日
、
平

成
25
年
１
月
５
日
・
19
日
、
２
月

２
日
・
16
日
、
３
月
２
日
・
16
日

（
す
べ
て
土
曜
日
）。
受
け
付
け
は

午
前
８
時
〜
８
時
20
分

▼
健
診
の
内
容　

特
定
健
診
、
胃
、

肺（
結
核
）、
大
腸
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

※
２
月
以
降
の
健
診
は
特
定
健
診

は
実
施
し
ま
せ
ん

▼
定
員　

各
日
先
着
15
人

※
胃
が
ん
検
診
は
各
日
先
着
５
人

▼
注
意
事
項　

受
診
は
年
度
内
に

１
度
ま
で
で
す
。
重
複
受
診
さ
れ

た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す

▼
申
込　

９
月
３
日
（月）
か
ら
、

電
話
で
、
健
康
増
進
課
☎
（２４）

５
７
７
０
・
☎
（２４）
５
８
１
１
へ

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
受
け
付
け
）

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２４）
５
７
７
０

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
、
い
き
い
き
高

齢
課
☎
（２０）
３
０
２
１

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　

救
急
医
療
現
場
は
需
要
が
多

募

集

日常生活圏域 施設種類 募集数

田沼・
田沼南部
圏域

小規模多機能型居宅介護
（登録定員２５人）

１カ所

佐野市全域
混合型特定施設（介護専
用型以外の特定施設）

５０床
程度

※募集要項などの配布は１１月３０日（金）まで、
　市ホームページ・介護保険課窓口で行います 
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第
７
回
佐
野
市
そ
ば
ま
つ
り

「
そ
ば
打
ち
体
験
」
の
募
集

　

初
心
者
の
方
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
13
日
（土）
・
14
日
（日）

①
午
前
11
時
20
分
〜
午
後
０
時
20

分
、
②
午
後
１
時
20
分
〜
２
時
20

分
（
１
日
２
回
。
計
４
回
実
施
）

▼
会
場　

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

先
着
24
組（
各
回
６
組
）

▼
費
用　

１
組
１
０
０
０
円

■
申
込　

９
月
28
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
農
政
課
☎
（６１）
１
１
６
２

ど
ま
ん
な
か
フ
ェ
ス
タ
佐
野

２
０
１
２
へ
の
参
加
者
募
集

　

会
場
で
の
展
示
販
売
や
、
ス

テ
ー
ジ
に
出
演
す
る
、
市
内
で

活
動
し
て
い
る
各
種
団
体
な
ど

を
募
集
し
ま
す
（
申
込
多
数
の

場
合
抽
選
）。

※
ス
テ
ー
ジ
は
15
分
程
度
の
出
演

に
な
り
ま
す(

バ
ン
ド
以
外
・
音
源

な
ど
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

▼
日
時　

11
月
４
日
（日）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

▼
費
用　

販
売
出
店
料
と
し
て
テ

17

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

ン
ト
ひ
と
張
り
５
０
０
０
円

※
展
示
や
福
祉
活
動
な
ど
を
目
的

と
し
た
販
売
は
減
免
あ
り

■
申
込　

９
月
14
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
観
光
課
☎
（２７）
３
０
１
１

「
ま
ち
の
駅
」
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

「
ま
ち
の
駅
」
と
は
、
誰
で
も

無
料
で
休
憩
で
き
る
街
の
休
憩

所
の
こ
と
で
、
道
案
内
や
ト
イ

レ
の
提
供
な
ど
観
光
客
や
地
域

住
民
と
の
出
会
い
と
交
流
の
場

で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
の
条
件

・
地
域
の
情
報
な
ど
を
提
供
で
き

る
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
説
明
）

・
ト
イ
レ
を
提
供
で
き
る

・
２
〜
４
人
程
度
の
椅
子
な
ど
、

休
憩
の
場
が
あ
る
。

・
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
置

く
場
所
（
机
１
台
程
度
）
が
あ
る

・
会
議
な
ど
に
参
加
で
き
る

・
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
の

に
入
会
し
協
力
し
あ
っ
て
事
業

を
行
う
（
年
会
費
・
入
会
費
有
）

▼
対
象
・
募
集
数　

市
内
の
店

舗
、
事
業
所
な
ど
10
駅
程
度

■
申
込　

９
月
３
日
（月）
〜
28
日

（金）
ま
で
に
、
電
話
で
、
観
光
課

☎
（２７）
３
０
１
１

住宅名 完成年度 構造・間取り 家賃 募集戸数 備考

駅南ハイツ 昭和 63年 5階建 3DK 35,000 円 2戸 再開発住宅

米山

平成 3年 4階建 3DK 19,900 ～ 39,100 円 1戸

平成 5年 7階建 3DK 22,300 ～ 43,800 円 1戸 エレベーター有

平成 13年 7階建 2DK 20,300 ～ 39,900 円 1戸
単身可

エレベーター有

米山南 昭和56、57年 4階建 3DK 14,900 ～ 29,700 円 2戸

奈良渕 昭和 56年 4階建 3DK 13,800 ～ 27,200 円 3戸 風呂釜・浴槽有

西原 平成 12年 2階建 3DK 21,000 ～ 41,300 円 1戸
▲

申込　９月１０日（月）から２１日（金）までに、直接、建築住宅課へ　

※応募が募集戸数を超えた場合は、公開抽選により入居者を決定します。

※入居の際には連帯保証人が２人必要となります

（２次募集）　募集戸数に満たない住宅があった場合は、二次募集を行い、随時入居者を決定します

市営住宅・駅南ハイツの入居者募集　■問合せ　建築住宅課☎（６１）１１６６
　申込資格や添付書類については、「募集のご案内」を必ずご確認のうえお申し込みください。

　「募集のご案内」は、建築住宅課（田沼庁舎）、佐野・葛生の各総合窓口課で９月３日（月）から配布します。

※
家
賃
は
、
入
居
さ
れ
る

世
帯
の
収
入
に
よ
り
決
定

し
ま
す
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ワ
ー
ド
を
、
チ
ラ
シ
に
記
入
し

応
募
す
る
と
、
参
加
賞
や
抽
選

で
豪
華
賞
品
が
も
ら
え
ま
す
。

▼
開
催
期
間　

９
月
14
日
（金）
〜

10
月
31
日
（水）

【
チ
ラ
シ
の
配
布
場
所
】

●
両
毛
広
域
都
市
圏
総
合
整
備

推
進
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.sun
field

.n
e.jp
/

ryoum
oukouiki/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

●
同
地
域
内
の
各
市
役
所
・
役
場

※
９
月
３
日
（月）
か
ら
配
布
。
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す

●
同
地
域
内
の
各
小
学
校
へ
配
布

■
問
合
せ　

政
策
調
整
課
☎
（２０）

３
０
０
０

県
の
施
設
を
み
る

県
民
バ
ス
の
参
加
者
募
集

▼
日
時　

10
月
18
日
（木）
午
前
８
時

50
分
に
栃
木
県
安
蘇
庁
舎
集
合

▼
見
学
場
所　

林
業
セ
ン
タ
ー
、

博
物
館
（
昼
食
は
、
ろ
ま
ん
ち
っ

く
村
・
各
自
自
由
）

▼
対
象　

佐
野
・
足
利
の
市
民

▼
定
員　

50
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
抽
選
）

▼
申
込　

９
月
28
日
（金）（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
参
加
者
全
員
（
１
枚
で
２
人
ま

で
）
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

18

第
４
回
化
石
採
集
教
室

　

親
子
で
の
ご
参
加
歓
迎
で
す
。

▼
日
時　

９
月
23
日
（日）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合　

葛
生
化
石
館
入
口
前

▼
採
集
場
所　

市
内
の
山
林　

▼
対
象　

小
学
５
年
生
以
上
の
方

▼
定
員
・
費
用　

15
人
（
申
込

多
数
の
場
合
抽
選
）・
お
ひ
と
り

１
０
０
円
程
度
（
保
険
料
）

■
申
込　

９
月
15
日
（土）
ま
で
に
、

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
化
石
館

☎
（８６）
３
３
３
２
へ
（
月
曜
休
館
）

運
動
会
必
勝
塾
「
一
番
に
な

り
た
い
子
集
ま
れ
！
」

▼
日
時　

９
月
22
日
（祝）

・
小
学
生
低
学
年
の
部
…
午
後
１

時
〜
１
時
55
分

・
小
学
生
高
学
年
の
部
…
午
後
２

時
〜
２
時
55
分

▼
会
場　

運
動
公
園
陸
上
競
技
場

▼
定
員　

各
部
20
人

▼
講
師　

西
岡
勝
義
さ
ん（
日
本

体
育
大
学
卒
駅
伝
部
所
属
・
ミ

ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
㈱
ス

ポ
ー
ツ
教
室
担
当
指
導
員
）

▼
費
用　

１
０
５
０
円（
当
日
）

■
申
込　

運
動
公
園
管
理
事
務
所

☎
（２５）
０
４
０
３
へ（
月
曜
・
祝
日

の
翌
日
定
休
日
）

防
衛
大
学
生
・
防
衛
医
科
大

学
生
・
看
護
学
生
募
集

▼
受
付
期
間　

９
月
３
日
（月）
〜

10
月
１
日
（月）
必
着

▼
対
象　

高
卒
以
上
（
見
込
を

含
む
）、18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
平

成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

※
看
護
学
生
は
24
歳
未
満

﹇
防
衛
大
学
生　

前
期
試
験
﹈

▼
一
次
試
験
日　

11
月
10
日
（土）
・

11
月
11
日
（日）

﹇
防
衛
医
科
大
学
生
﹈

▼
一
次
試
験
日　

10
月
27
日
（土）
・

10
月
28
日
（日）

﹇
看
護
学
生
﹈

▼
一
次
試
験
日　

10
月
20
日
（土）

※
資
料
請
求
や
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

自
衛
隊
栃
木
地
方

協
力
本
部
足
利
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
４
（７３）
０
２
３
０

両
毛
広
域
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン

ト
「
ケ
ヌ
の
小
次
郎
と
仲
間

た
ち
を
さ
が
せ
！
」

　

今
年
も
両
毛
地
域
を
舞
台
に
、

「
宝
の
地
図
」
が
記
さ
れ
た
チ
ラ

シ
を
ヒ
ン
ト
に
秘
密
の
宝
箱
を

探
し
出
す
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

　

両
毛
地
域
の
６
カ
所
に
隠
さ

れ
た
宝
箱
に
書
か
れ
た
キ
ー

年
齢
・
「
安
蘇
庁
舎
か
ら
乗
車
」

の
旨
を
明
記
の
う
え
、
〒
３
２
０

‐
８
５
０
１
県
広
報
課
県
民
プ

ラ
ザ
室（
住
所
不
要
）
へ

■
問
合
せ　

県
民
プ
ラ
ザ
室

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

出
店
者
募
集

　

当
日
は
「
も
っ
た
い
な
い
フ
ェ

ア
」
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
21
日
（日）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

▼
会
場　

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
駐
車
場

▼
募
集
数　

先
着
50
区
画
（
大

30
区
画
・
小
20
区
画
、
無
料
）

▼
品
物　

不
要
に
な
っ
た
衣
料
・

装
飾
品
、
雑
貨
、
書
籍
、
Ｃ
Ｄ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー

用
品
な
ど
（
飲
食
物
は
不
可
）

▼
申
込　

９
月
11
日
（火）
〜
10
月

10
日
（水）
の
期
間
に
、
申
込
書
に

ご
記
入
の
う
え
、
ク
リ
ー
ン
推

進
課
へ

▼
申
込
書
配
布
場
所　

同
セ
ン

タ
ー
、
佐
野
総
合
窓
口
課
、
田
沼
・

葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ　

同
課
☎
（２３）
８
１
５
３

株式会社黎明農園   足利市大月町289－2
TEL 0284（44）4187　FAX 0284（42）9492
h t t p : / /www . r e ime i d e n s h i . c om

毎月第２・４水曜日

１０:００～１６:００まで

＊試飲できます＊

店頭販売
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「
ア
ー
ス
デ
イ
田
中
正
造
」

に
集
ま
ろ
う

▼
日
時　

９
月
29
日
（土）
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
30
分

▼
会
場　

文
化
会
館

▼
内
容　

ピ
ー
ス
ラ
イ
ブ
、
田
中

正
造
入
門
講
座
、
小
出
裕
章
さ
ん

（
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教
）

の
講
演
会
「
正
造
さ
ん
と
原
子
力
」

な
ど
、
正
造
と
環
境
問
題
を
中
心

テ
ー
マ
に
行
い
ま
す

※
託
児
所
あ
り（
無
料
、要
予
約
）

▼
入
場
料　

前
売
り
１
０
０
０
円

（
当
日
１
２
０
０
円
）、
高
校
生
以

下
無
料

▼
販
売
店　

永
楽
屋
書
店
、
河
西

書
店
、
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
ま

な
べ
、
オ
ン
ダ
楽
器
、
文
化
会
館

■
問
合
せ　

田
中
正
造
没
後

１
０
０
年
記
念
事
業
を
進
め
る
会

（
坂
原
）☎
（２３）
２
８
９
６
、（
関
塚
）

☎
（８７）
０
５
３
６

第
15
回
秋
山
の
里

「
ゆ
と
り
の
文
化
展
」

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
、
盆
栽
や

蝋
画
、
写
真
、
野
鳥
の
は
く
製
・

木
工
品
な
ど
の
展
示
や
農
産
物

の
直
売
を
行
い
ま
す
。

催

物

し

民
話
を
聞
こ
う
参
加
者
募
集

　

く
ず
う
民
話
の
会
の
皆
さ
ん

に「
市
内
に
伝
わ
る
民
話
」
や「
田

中
正
造
翁
の
お
話
」
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
６
日
（土）
午
後
２

時
〜
３
時

▼
会
場　

郷
土
博
物
館
講
座
室

▼
定
員　

先
着
30
人
（
無
料
）

■
申
込　

同
館
☎
（２２）
５
１
１
１
へ

第
８
回
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
演
芸
大
会

出
演
者
募
集

　

踊
り
、
歌
謡
、
楽
器
、
詩
吟

な
ど
の
演
芸
を
発
表
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
観
覧
は
自
由
で
す
。

▼
日
時　

10
月
17
日
（水）
、
18
日

（木）
・
両
日
午
前
10
時
開
演

▼
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
３
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
（
無
料
）

▼
申
込　

い
き
い
き
高
齢
課
、

田
沼
・
葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
、

各
地
区
公
民
館
に
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
９
月
21
日
（金）
ま
で
に
、

直
接
、
い
き
い
き
高
齢
課
、
田
沼
・

葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
へ

■
問
合
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

19

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

ご予約・お問い合わせは

レイクサイド佐野予約受付まで
（8：30～17：15）

市民優先予約

１月４日分～
　　３１日分までの
予約を受付けます

10月
8日～9日
ハイキング
ツアー

１０月８日（月・祝）～９日（火）
今年もハイキングツアーを開催します。
初秋の日光を解説ガイド付で
じっくり歩いてみませんか？
くわしくはホームページまたは予約
受付までお問い合わせください。

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞらあおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみやまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎせせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０佐野市犬伏下町１７６５１☎２４５１２０

佐野犬伏
デイサービスセンター

佐野犬伏
デイサービスセンター

おもててなししの心心で ししえしますますしのしのししししししししおもてなて 心ででお えええも 心 迎迎の心 おなお えななしおもおもおもてなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎えしえしえし すますますますおもおもおもてなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎えしえしえし すますますますてなてなてなてなてなてなてなななてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおてなてなてなてななななななてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で
いいいいわせくいいいいいいいいいいいいい                       おおおお                            気 におにお わわわわわわわわお気 にお いい合わ合 せくくくださださいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださださいいいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださださいいいいいいいいいいいいいいい合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくださださださださだだだだだだだいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくだだだだだだだだだだだおおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問い問い問い問おおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問い問い問い問おおおおおおおおおおおおおおお いおおおお問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問い問問い問い問い問い問い問い いいいいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

▼
日
時　

10
月
６
日
（土）
・
７
日

（日）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場　

あ
き
や
ま
学
寮

■
問
合
せ　

同
寮
☎
（８７）
０
０
２
２

第
15
回
佐
野
の
越
名
舟
唄

全
国
大
会
（
観
覧
無
料
）

　

今
回
は
４
人
の
ゲ
ス
ト
を
迎

え
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
！

▼
日
時　

両
日
午
前
10
時
〜

・
予
選
…
９
月
15
日
（土）

・
決
勝
…
翌
16
日
（日）

▼
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
（６１）

１
１
６
４

あ
く
と
亭
も
み
じ
寄
席　

志
の
輔
ら
く
ご　

30 

th　

A
N
N
IV
ERSA

RY
 

　

今
年
の
あ
く
と
プ
ラ
ザ
寄
席

は
当
代
の
名
人
、
立
川
志
の
輔

の
独
演
会
で
す
。

　

ま
た
、
同
日
、
若
手
落
語
家

に
よ
る
落
語
講
座
も
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時　

11
月
18
日
（日）

【
講
座
】
午
後
１
時
開
始（
午
後

０
時
30
分
開
場
）

【
独
演
会
】
午
後
３
時
開
演
（
午

後
２
時
30
分
開
場
）

▼
会
場　

葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
入
場
料　

全
席
指
定

一
般
３
５
０
０
円
、
60
歳
以
上
・

障
が
い
の
あ
る
方
３
０
０
０
円

■
問
合
せ　

葛
生
あ
く
と
プ
ラ

ザ
☎
（８６）
４
７
１
５

「
き
ゃ
べ
つ
村
」の

お
は
な
し
会

▼
日
時　

10
月
10
日
（水）
午
前
10

時
〜
11
時

▼
会
場　

赤
坂
保
育
園

▼
対
象　

乳
幼
児
の
親
子

▼
費
用　

無
料（
予
約
不
要
）

■
問
合
せ　

地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
（
く

ず
う
保
育
園
内
）
☎
（８５）
３
４
５
６

親
子
リ
ズ
ム
遊
び

　

参
加
は
無
料（
両
毛
地
区
外
の

大
人
の
み
有
料
）
で
す
。
室
内

履
き
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
30
日
（火）
午
前
10

時
〜
11
時

▼
会
場　

こ
ど
も
の
国

▼
対
象　

乳
幼
児
の
親
子

▼
講
師　

山
田
喜
美
江
さ
ん
（
山

田
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
代
表
）

■
問
合
せ　

地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
（
く

ず
う
保
育
園
内
）
☎
（８５）
３
４
５
６
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▼
相
談
受
付　

９
月
10
日
（月）
〜

16
日
（日）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）
１
１
０

■
問
合
せ　

人
権
推
進
課
☎
（６１）

１
２
２
７

米
の
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

　

栃
木
県
で
は
平
成
24
年
産
の

米
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、

放
射
性
物
質
の
検
査
を
出
荷
前

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
９
月
上
旬
か
ら
中

旬
に
か
け
て
、
旧
佐
野
市
・
田

沼
町
・
葛
生
町
の
３
つ
の
地
域

に
分
け
て
検
査
を
行
い
ま
す
が
、

各
地
域
の
検
査
地
点
で
の
す
べ

て
の
検
査
が
終
了
し
、
基
準
値

（
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
kg
）
以
下

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま

で
は
、
米
の
出
荷
、
販
売
は
で

き
ま
せ
ん
。
親
類
、
ご
近
所
な

ど
へ
の
譲
渡
も
お
控
え
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

栃
木
県
安
足
農
業

振
興
事
務
所
☎
（２３）
１
４
５
５

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
利
用
状

況
調
査
）を
実
施
し
ま
す

　

農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農

地
や
違
反
転
用
の
発
生
を
未
然

に
防
ぎ
、
優
良
農
地
の
確
保
を

図
る
た
め
、
市
内
の
農
地
を
巡

回
し
、
利
用
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
10
月
〜
11
月
を

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
と
し
て

実
施
し
ま
す
。
調
査
の
た
め
、

農
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
業
委
員
会
☎
（６１）

１
１
５
１

ご
み
の
野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！　

　

野
焼
き
が
原
因
と
な
る
苦
情
が

市
内
で
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

「
剪
定
枝
・
枯
草
な
ど
の
焚
き

火
程
度
の
焼
却
」「
害
虫
駆
除
を

目
的
と
す
る
枯
草
の
焼
却
」
な
ど

を
除
き
、
野
外
で
の
野
焼
き
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚

染
を
は
じ
め
と
す
る
大
気
汚
染
の

原
因
と
な
る
ほ
か
、
発
生
し
た
煙

が
近
隣
住
宅
へ
悪
臭
被
害
を
及
ぼ

し
ま
す
。
野
焼
き
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

環
境
政
策
課
☎
（６１）

１
１
５
５
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10
月
か
ら
国
民
年
金
の

後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

今
年
の
10
月
か
ら
３
年
間
に
限

り
、
過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ

た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
、
後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
お
申
込
み
で
き
ま
せ
ん

※
過
去
３
年
度
以
前
の
期
間
は
加

算
金
が
つ
き
ま
す

※
１
カ
月
分
の
後
納
保
険
料
を
納

め
る
と
年
額
で
約
１
６
３
８
円

（
平
成
24
年
度
で
計
算
）
増
額
さ

れ
ま
す

市
の
行
政
評
価
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
公
表

　

今
回
公
表
す
る
も
の
は
、
総
合

計
画
中
期
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ

た
施
策
・
基
本
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ー
ト
と
全
事
務
事
業
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
資
料
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
情
報
公
開
窓
口
（
東
仮
庁
舎

事
務
棟
１
階
）、
行
政
経
営
課（
南

仮
庁
舎
１
階
）
、
田
沼
・
葛
生
の

各
行
政
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
問
合
せ　

行
政
経
営
課
☎
（２０）

３
０
０
５

自
動
交
付
機
を
停
止
し
ま
す

　

田
沼
地
区
の
区
画
整
理
に
と

も
な
い
、
９
月
８
日
（土）
・
９
日

（日）
の
２
日
間
は
、
自
動
交
付
機

を
停
止
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

佐
野
総
合
窓
口
課

☎
（２０）
３
０
１
６

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

に
お
け
る
電
話
相
談
を
開
設

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す

る
暴
行
・
虐
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

お
知
ら
せ

後納制度を利用できる方

①２０歳以上
　６０歳未満の方

１０年以内に納め忘れの期間（納付・免
除以外）や未加入期間をお持ちの方

②６０歳以上
　６５歳未満の方

①の期間のほか任意加入中に納め
忘れの期間をお持ちの方

③６５歳以上の方
年金受給資格がなく任意加入中の
方など

■問合せ　栃木年金事務所☎０２８２（２２）６０７４

　国民年金保険料専用ダイヤル☎０５７０（０１１）０５０
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今
月
の
納
税

　

９
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険

税
第
３
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■

問

合

せ　

収

納

課

☎

（２０）

３
０
１
０

セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
３
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

▼
会
場　

栃
木
県
足
利
庁
舎

■
問
合
せ　

９
月
28
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４
（41）
１
２
４
１
へ

平
成
24
年
度
後
期
危
険
物
取

扱
者
試
験

▼
試
験
日　

11
月
11
日
（日）

▼
会
場　

白
鷗
大
学
足
利
高
等
学

校
ほ
か

▼
申
込　

佐
野
消
防
本
部
・
佐
野

消
防
署
・
北
分
署
・
西
分
署
・
東

分
署
に
て
願
書
配
布
、
受
け
付
け

し
ま
す

※
申
込
受
付
期
間
は
９
月
10
日
（月）

〜
21
日
（金）

■
問
合
せ　

同
本
部
予
防
課
☎
（２３）

９
９
１
０

技
能
検
定
合
格
者
を
顕
彰

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
栃
木

県
で
実
施
し
た
職
業
能
力
開
発
促

進
法
に
基
づ
く
技
能
検
定
に
合
格

さ
れ
た
方
々
へ
賞
状
な
ど
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

【
特
級
】
職
種
・
氏
名
（
敬
称
略
）

【
１
級
】
職
種
・
氏
名
（
敬
称
略
）

■
問
合
せ　

商
工
課
☎
（６１）
１
１

９
２

と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

巡
回
相
談
会

【
佐
野
会
場
】

▼
日
時　

10
月
９
日
（火）
午
後
１

時
〜
５
時

▼
会
場　

勤
労
者
会
館

■
申
込　

10
月
５
日
（金）
ま
で
に
、

電
話
で
、
同
館
☎
（21）
１
８
３
０
へ

【
足
利
会
場
】

▼
日
時　

９
月
27
日
（木）
午
後
１

時
〜
４
時　

▼
会
場　

栃
木
県
足
利
庁
舎

●
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
同
日
開
催　

　

足
利
会
場
で
は
同
日
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
就
職
活
動
の
心
構
え
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受
け

方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
申
込　

相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
と

21

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

機
械
検
査

今
西　

龍
起

油
圧
装
置
調
整

阿
部　

潔
孝

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

釜
賀　

健
太

機
械
加
工

阿
部　

義
弘

五
十
嵐　

朗

岩
井　

正
和

大
澤　

純
一

奥
貫　

真
拓

加
藤　

芳
章

川
島　

貴
史

柴
田　

将
太

古
橋　

栄
典

機
械
検
査

青
木　

幸
世

川
俣　

智

根
岸　

隆
信

安
田　

敬
一

機
械
保
全

川
﨑　

洋

持
齋　

秀
夫

髙
橋　

庄
三

土
澤　

浩
志

松
島　

幹
夫

宮
川　

正
樹

安
田　

正
樹

空
気
圧
装
置
組
立
て

野
口　

公
夫

建
設
機
械
整
備

大
貫　

竜
郎

工
場
板
金

鈴
木　

孝
之

関
根　

裕
介

工
場
板
金

田
部
井
泰
守

根
本　

俊

産
業
車
両
整
備

島
田　

喜
一

酒
造

齋
藤　

守
弘

鉄
工

渡
邉　

宏
史

塗
装

荒
井　

康
之

片
山　

正
和

野
村　

雅
美

配
管

三
村　

康
典

油
圧
装
置
調
整

小
山　

翔

萩
原　

直
人

も
に
、
９
月
25
日
（火）
ま
で
に
、
電

話
で
、
足
利
労
政
事
務
所

☎
０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１
へ

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

で
の
技
能
講
習
会

■
申
込　

各
講
座
開
催
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
、
電
話
で
、
同

校☎
０
２
８
４
（91）
０
８
３
０
へ

女
性
の
再
就
職
相
談
会

（
特
設
相
談
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー

講座名 実施日 定員 受講料

技能検定準備講習（機
械検査２級）実技試験
ペーパーテスト

１０月１６日（火）、
１７日（水）午前８時３０分
～午後５時３０分

１０人 3,430 円

半自動溶接（ＪＩＳ
半自動溶接基本級）

１０月１８日（木）、
１９日（金）午前９時～
午後４時

１５人 4,820 円

表計算データ処理
（Excel2007 関数中級）

１０月２３日（火）、
２４日（水）午前９時～
午後４時

１５人 3,430 円

ズ
コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕

事
の
選
び
方
、
面
接
の
受
け
方
、

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
情
報
な

ど
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
求

職
申
込
書
の
ご
案
内
も
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
５
日
（金）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場　

こ
ど
も
の
国

▼
費
用　

相
談
・
託
児（
６
カ
月
以

上
か
ら
就
学
前
ま
で
）と
も
無
料

■
申
込
・
問
合
せ　

電
話
で
、
男

女
共
同
参
画
課
☎
（２７）
２
３
５
４
へ

障
が
い
者
合
同
就
職
面
接
会

　

県
南
地
区
で
の
就
職
を
希
望

す
る
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
し
た
企
業
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
12
日
（金）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

▼
会
場　

栃
木
商
工
会
議
所
（
栃

木
市
）

■
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐

野
☎
（２２）
６
２
６
０

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

　

職
場
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に

不
調
を
抱
え
て
い
る
方
や
そ
の

家
族
・
上
司
な
ど
を
対
象
に
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
カ
ウ
ン
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就
学
時
健
康
診
断

　

来
春
小
学
校
に
入
学
予
定
の
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
よ
く
わ
か
る
方
が
付
き
添
っ

て
、
各
学
校
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
名
・
期
日
・
対
象

※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
30
分
〜

50
分
で
す

佐
野
小
…
10
月
11
日
（木）
・
全
員

界　

小
…
10
月
19
日
（金）
・
全
員

旗
川
小
…
11
月
８
日
（木）
・
全
員

船
津
川
小
…
10
月
22
日
（月）
・
全
員

吾
妻
小
…
10
月
18
日
（木）
・
全
員

赤
見
小
…
10
月
11
日
（木）
・
全
員

石
塚
小
…
10
月
29
日
（月）
・
全
員

出
流
原
小
…
10
月
18
日
（木）
・
全
員

吉
水
小
…
10
月
16
日
（火）
・
全
員

栃
本
小
…
10
月
９
日
（火）
・
全
員

多
田
小
…
10
月
11
日
（木）
・
全
員

戸
奈
良
小
…
10
月
30
日
（火）
・
全
員

三
好
小
…
10
月
18
日
（木）
・
全
員

野
上
小
…
10
月
4
日
（木）
・
全
員

山
形
小
…
10
月
30
日
（火）
・
全
員

閑
馬
小
…
11
月
６
日
（火）
・
全
員

下
彦
間
小
…
10
月
17
日
（水）
・
全
員

飛
駒
小
…
10
月
10
日
（水）
・
全
員

葛
生
小
…
10
月
１
日
（月）
・
全
員

葛
生
南
小
…
10
月
18
日
（木）
・
全
員

常
盤
小
…
10
月
16
日
（火）
・
全
員

氷
室
小
…
10
月
11
日
（木）
・
全
員

※
以
降
の
学
校
の
受
付
時
間
は
、

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
で
す

天
明
小
…
10
月
17
日
（水）
・
全
員

植
野
小
…
10
月
11
日
（木）
・
男
子

　
　
　
　

10
月
12
日
（金）
・
女
子

犬
伏
小
…
11
月
1
日
（木）
・
全
員

犬
伏
東
小
…
10
月
11
日
（木）
・
全
員

城
北
小
…
10
月
23
日
（火）
・
男
子

　
　
　
　

10
月
24
日
（水）
・
女
子

田
沼
小
…
10
月
18
日
（木）
・
全
員

■
問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
（６１）

１
１
７
２

市
立
小
中
学
校
指
定
学
校

変
更
審
査
基
準
説
明
会

▼
日
時　

９
月
26
日
（水）
午
後
７

時
か
ら

▼
会
場　

勤
労
者
会
館
１
階

▼
対
象　

平
成
25
年
度
小
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
お
よ
び
希
望
者

▼
内
容

・
市
立
小
中
学
校
指
定
学
校
変

　

更
審
査
基
準
に
つ
い
て

・
市
立
小
学
校
小
規
模
特
認
校

　

に
つ
い
て

・
大
規
模
校
解
消
に
係
る
指
定

　

学
校
変
更
に
つ
い
て

22

■
問
合
せ　

学
校
教
育
課
☎
（６１）

１
１
７
２

足
利
中
央
特
別
支
援
学
校
見

学
会
（
小
学
部
、
中
学
部
）

▼
日
時　

（
小
学
部
）
10
月
２
日

（火）
・（
中
学
部
） 

10
月
１
日
（月）

両
日
と
も
午
前
９
時
10
分
〜
正
午

▼
会
場　

同
校
（
足
利
市
大
月
町
）

▼
対
象　

保
護
者
、
関
係
職
員

▼
内
容　

学
校
の
概
要
な
ど

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■
申
込　

電
話
で
、
同
校
☎
０
２

８
４
（４１）
１
１
８
５
へ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会       

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
佐
野
支

部
が
相
談
を

お
受
け
し
ま

す
。

（
秘
密
厳
守
）

▼
日
時　

10
月
２
日
（火）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
会
場　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容　

土
地
建
物
登
記
、
相

続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
多
重

債
務
、
破
産
な
ど
の
訴
訟
書
類

作
成
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
問
合
せ　

交
通
生
活
課
☎
（６１）

１
１
５
９

９
月
１１
日
は
「
警
察
相
談
の

日
」
〜
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
「
♯
９
１
１
０
」
〜　

　

警
察
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
、
防
犯
や
安
全
に
関
す
る
相

談
に
常
時
応
じ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相

談
に
つ
い
て
は
、
警
察
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
「
♯
９
１
１
０
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

佐
野
警
察
署
☎
（２４）

０
１
１
０

市道の車両通行止め（出流原町）
　佐野市道２級１４３号線では、出流原町地内（磯山公園前）

で歩道設置の工事を実施します。工事期間中は一時的に、車

両による通行が出来なくなります（歩行者、自転車は可）。

▲

通行止めの期間（予定）

　平成２４年１０月１５日（月）午前９時～

　　　　　　　　　　　平成２５年３月２５日（月）午後５時

※ただし、年末年始期間（１２月２２日（土）午後５時～１月 

　１４日（月）午前９時）は通行止めを一時解除とします

■

問合せ  道路河川課☎ (６１)１１３０

水道工事に伴う交通規制（若松町）
　水道管の老朽化により、若松町地内で水道管の入れ替え工

事を実施します。工事期間中は一時的に、車両による通行が

出来なくなります（歩行者、自転車は可）。

▲

工事期間　平成２４年９月上旬～平成２５年２月下旬まで

▲

規制時間　※終日でなく、工事を実施する日のみ規制

（昼）午前８時３０分～午後５時（夜）午後８時～翌朝午前６時

■問合せ　水道局工務課☎ (２２)１６９６

N

両毛線

旧５０号線

昼間工事区間
車両通行止め

昼間工事区間車両通行止め
夜間工事区間車両通行止め

夜
間
工
事
区
間

車
両
通
行
止
め

駅
前
交
番

東武線

佐野
ガス

佐野駅

駅南ハイツ

通行止区間

通行止め区間

迂
回
路

迂
回
路

迂回路

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

県
道
山
形
寺
岡
線

出流原小

一乃館

公園荘

文

弁天池

出流原西

山
形
入
口

出流原歩道橋出流原歩道橋２９３

N
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。
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インランドポート通信　第４回　　
　広報さの８月１日号では、「港の現状」についてご紹介しました。

　今月号は、インランドポートを「なぜ、佐野市に作るのか？」などについてご紹介

　します。

Ｑ　なぜ、佐野市にインランドポートを作るの？

Ａ　市が目指している「交流拠点都市」を実現するためには、市の恵まれた立地条

　　件を活かした産業振興や基盤整備を進めるとともに、人と人との交流を図るこ

　　とで、魅力と活力のあるまちづくりを進めていく必要があります。

　　インランドポート構想は、たくさんの輸出入貨物が出入りし、さらには物流の効率化もでき、企業誘致の誘

　　発効果、　新たな雇用の創出、税収の確保など、地域社会の活性化が期待できる構想でありますので、市が

　　目指す、人と物が行き交う「交流拠点都市」の実現に寄与できるものとして検討しています。

Ｑ　今年は、どのような取り組みをしていくの？

Ａ　今年度は、佐野インランドポート構想を実現させるため、より具体的な調査をし、事業計画を策定する予定

　　です。そのため、７月には国土交通省や栃木県をはじめとする関係者の方と「佐野インランドポート事業計

　　画調査検討委員会」を立ち上げ、佐野インランドポート構想を実現するための課題などを検討していく予定

　　です。なお、委員会の概要については、市ホームページに公表しています。

■問合せ
インランドポート推進室
☎（２０）３０４５

　

JA
佐
野
で
は
、
食
農
教
育
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
『
JA
佐
野
あ
ぐ
り
ス
ク
ー

ル
「
夢
」』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ス
ク
ー
ル
の
対
象
は
、
市
内
の

小
学
３
〜
６
年
生
で
、
農
業
体
験
を
通

し
て
仲
間
づ
く
り
を
行
い
、
子
ど
も
た

ち
の
生
き
る
力
や
豊
か
な
心
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
２
会
場
で
田
植
え
や
野
菜
づ

く
り
な
ど
の
農
作
業
や
、
農
作
物
を

使
っ
た
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活

動
は
、
JA
佐
野

の
職
員
が
指
導

員
と
な
り
行
い

ま
す
が
、
地
域

交
流
を
深
め
る

た
め
、
JA
青
壮

年
部
員
と
女

性
会
員
も
参

加
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は

５
月
よ
り
開

校
し
、
こ
れ

ま
で
に
野
菜

の
種
ま
き
や

田
植
え
、
お
に
ぎ
り
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

作
り
、
雨
天
日
に
は
、
室
内
で
楽
し
め

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

田
植
え
作
業
で
は
、
多
く
の
生
徒
が

初
め
て
の
体
験
で
し
た
が
、
泥
ん
こ
に

な
り
な
が
ら
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

苗
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
１
月
ま
で
に
全
８
回
の
活
動
、

11
月
に
行
わ
れ
る
JA
ま
つ
り
へ
の
参
加

も
予
定
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち
の
よ
き

思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
政
課
☎
（61）
１
１
６
２

☆
次
回
は
佐
野
市
む
ら
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
の
食
育
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
で
す

今回は、佐野市食育推進会議

の一員である佐野農業協同組

合（ＪＡ佐野）での食育の取り

組みを紹介します。

第
９
回
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自転車パンク修理講習会

▲

日時　①９月２９日（土）
　　　　②１０月２０日（土）
　　　　午後１時３０分～３時

▲

会場　みかもクリーンセンター

▲

対象　中学生以上

▲

定員　各日先着１０人（無料）
■申込　電話で、クリーン推進課
　　　　☎(２３)８１５３へ

24

講
座情

報

市
内
で
開
催
さ
れ
る
、

講
座
や
教
室
な
ど
の
情
報
で
す
。

パレットプラザさの講座
「ネパールってどんな国？」

▲

日時　１０月３日（水）
　　　　午後１時３０分～３時▲

会場　男女共同参画推進センター
　　　（パレットプラザさの）▲

講師　神長善次さん▲

定員   先着５０人（無料）▲

主催　男女共同参画ネットワーク
　　　　さの（くらぶハリヨ・サンティ）
■申込　電話で、男女共同参画課
　　　　☎(２７)２３５４へ

パレットプラザさの講座
「ボランティア活動を
　　　　　豊かにするために」

▲

日時　９月２１日（金）
　　　　午後１時３０分～３時

▲

会場　男女共同参画推進センター
　　　　（パレットプラザさの）

▲

講師　林博子さん（安足教育事
　　　　務所ふれあい学習課長）

▲

定員　先着５０人（無料）

▲

主催　男女共同参画ネットワーク
　　　　さの（栃木県女性教育推進
　　　　連絡協議会佐野支部）

▲

申込　電話で、男女共同参画課
　　　　☎(２７)２３５４へ

パンク修理をマスターし
てエコ通勤を始めませ
んか。

ネパールの現状について、元大使が語
ります。

佐野市民大学を開講します

日時 内容 講師 定員

１０月１３日（土）
午後１時３０分～３時３０分

一人芝居
「越前竹人形」

坂本長利さん（俳優）３００人

１０月２７日（土）
午後１時３０分～３時３０分

環境講座「これから
のエネルギーは」

牛山　泉さん
（足利工業大学学長）

２００人

１１月２５日（日）
午後１時～４時

佐野市民大学
コンサート

市内の団体・個人が
演奏

２００人

※１０月２７日のみ手話通訳有り

▲

会場　佐野市中央公民館　
　※１０月１３日は文化会館小ホール
■申込　電話で、同館☎ (２４)５７７１
　　　田沼中央公民館☎(６１)１１３５
　　　葛生地区公民館☎(８６)３４１４

佐野市民大学コンサートに

出演する団体を募集します

▲

定員　７団体（個人）
■申込　９月１８日（火）までに、所定
　の申込用紙に記入し、各公民館へ

講座名 曜日 時間など 回数 受講料 定員

エアロ＆マーシャルアーツ 月 午後7時20分～8時20分 10回 2,000円 40人

ヨーガ 月 午後8時30分～9時 30分 10回 2,000円 40人

茶道 火 午後7時～9時 10回 4,500円 12人

ZUMBA 火 午後7時20分～8時20分 10回 2,000円 50人

バレトン 火 午後8時30分～9時 30分 10回 2,000円 40人

フラダンス 火 午後7時30分～9時 10回 2,000円 40人

料理　 水 午後7時～9時15分 7回 5,000円 15人

エアロビクス 水 午後7時20分～8時20分 10回 2,000円 40人

ボクササイズ 水 午後8時30分～9時 30分 10回 2,000円 40人

お菓子作り 木 午後7時～9時15分 7回 5,000円 15人

パン作り 金 午後7時～9時15分 8回 5,000円 12人

ゴルフ 金
①午後6時30分～
②午後8時～

10回 10,500円 各14人

▲
日時　１０月３日（水）から随時

▲

対象　１８～４５歳位までの方

▲

会場　界地区公民館など　

▲

費用　右記受講料のほか、
　　　　年会費１, ０００円

▲

申込　９月１０日（月）～２１日（金）
　の午後７時～９時（土・日曜日・祝
　日を除く）に受講料を添えて、直接、
　界地区公民館「青年講座受付」へ

■

問合せ　
   青年講座企画グループ代表
　宮澤慎治☎０８０（５１８４）５３６２
　（平日午後７時～９時）
　ホームページ
　http://happinesssano.web.fc2.com/

平成２４年度秋期「青年講座」受講生募集！

講座名 曜日 時間など 回数 受講料 定員

書道（10月のみ） 木 午後7時30分～9時 4回 2,000円 15人

バドミントン（10月のみ） 木 午後7時30分～9時 4回 2,000円 14人

蕎麦作り（11月のみ） 火 午後7時～9時 4回 3,000円 12人

チャレンジ講座
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こころのボランティア養成講座

田沼中央趣味の講座「ノル
ディック・ウォーキング教室」

▲

日時　９月２７日～１０月２５日の
　　　　毎週木曜日・全５回　
　　　　午前９時３０分～１１時３０分

▲

会場　隣保館

▲

講師　安原高次さん

▲

定員　先着３２人

▲

費用　無料
　（ただし、教材などは自己負担）
■申込　９月７日(金)以降、電話で、
　　　　隣保館☎(２２)７５１３へ

▲

日時　１０月２日（火）・１０日（水）・
　　　　１７日（水）の（全３回）
　　　　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　田沼中央公民館ほか

▲

講師　大阿久清さん
　　　　（サークルストライド代表）

▲

定員　先着２０人

▲

費用　9００円（ポール貸出料）
■申込　９月３日（月）より、直接、
　　　　または電話で、田沼中央公
　　　　民館☎ (６１)１１３５へ

▲

日時　９月２５日、１０月９日、
　　　　２３日、１１月６日の各火
　　　　曜日。午後１時３０分～
　　　　３時３０分

▲

会場　市民活動センター　

▲

定員　先着２０人

▲

費用　５００円（保険、資料代）
■申込　９月１４日（金）までに、
　ファックスで、フレンド（大木美
　智子）FAX（２４）７５３５へ

手話講習会（基礎コース）

縄文土器をつくろう！

▲

日時　９月２０日～３月２１日
　　　　毎週木曜日（全２５回）
          （昼の部）午前１０時～正午
          （夜の部）午後６時４５分～
                       ８時４５分

▲
会場　総合福祉センター

▲
対象　手話講習会（入門コース）

　　　　を修了した方、または簡単
　　　　な会話のできる方

▲

定員　先着２５人（無料）
　　　　※テキスト代は自己負担
■申込　直接または電話で、社会福
　　　　祉協議会☎(２２)８１３６へ

▲
日時　１０月１３日、１１月１７日の

　　　　各土曜日（全2回）
　　　　午前９時～午後３時

▲

会場　郷土博物館ほか

▲

講師　とちぎ未来づくり財団埋
　　　　蔵文化財センター職員

▲

定員　先着２０人

▲

費用　３００円（材料代）

▲

持ち物　エプロン、軍手
■申込　電話で、郷土博物館
　　　　☎(２２)５１１１へ

福祉住環境コーディネーター
検定試験２級対策セミナー

▲

日時　１０月１６日～１１月１日
　までの毎週火・木曜日（全6回）
　　　　午後７時～９時３０分

▲

会場　佐野商工会議所

▲

講師　

　大熊信成さん（佐野短期大学教員）
　竹内幹夫さん（一級建築士）

▲

定員　先着３０人

▲

費用　６,０００円（テキストを
　お持ちでない場合別途に負担有）
■申込　１０月１２日（金）までに、電話
　　で、同会議所☎(２２)５５１１へ

縄文土器を作り、古代人の生活に触れ
てみましょう！　　　

市民教養講座　シニア向け
「スマートフォン教室」

▲

日時　１０月１１日（木）
　　　　午後１時３０分～3時30分

▲

会場　氷室地区公民館

▲

定員　先着２０人（無料）
■申込　１０月１日（月）までに、
　　　　電話で、氷室地区公民館
　　　　☎（８７）０００４へ
　※スマートフォンは公民館で用意します

アートワークショップ
「錫（すず）の花入れ」

▲

日時　１０月７日（日）・１３日（土）・１４日
　　　  （日）の①・②の各部で全３回
　　　　① 午前９時～正午、
　　　　②午後１時３０分～４時３０分

▲

会場　佐野市中央公民館

▲

講師　戸津圭之介さん（東京藝
　　　　術大学名誉教授）ほか

▲

定員　各回先着１５人

▲

費用　１,５００円（材料費）

▲

申込　直接または電話で、
　　　　文化振興課☎（６１）１１６４へ

｢絵手紙｣ 講座

楽しいくらしの講座
「消費生活センターを知ろう」

▲

日時　１０月４日（木）
　　　　午後１時３０分～３時

▲

会場　田沼中央公民館

▲

講師　消費生活相談員

▲

定員　先着２０人（無料）
■申込　電話で、交通生活課
　　　　☎(６１)１１５９へ

知的・精神障がい者や認知症高齢者と
ともに、活動しながら生活しやすい地
域をつくりましょう。

２本のポールを使って歩き、全身の筋肉
を動かします。

参加者には、テキスト「くらしの豆知識」
を無料で差し上げます。

楽しいくらしの講座「押し花で
飾るポケットティッシュケース」

▲

日時　９月２４日（月）
　　　　午後１時３０分～３時３０分

▲

会場　城北地区公民館

▲

講師　今井美砂子さん
▲

定員　先着２０人
▲

費用　７００円
▲

持ち物　工作用のはさみなど
■申込　９月１４日（金）までに、電
　話で、交通生活課☎(６１)１１５９へ 天明鋳物のふるさとで、鋳物づくりを体

験しませんか？

試験の合格を目指すセミナーを実施します。
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　８月２日（木）、市役所東仮庁

舎議場で ｢新庁舎設計に関する

こどもワークショップ｣ が開催

されました。

　当日は、市内１２の中学校か

ら２人ずつが参加し、合計２４

人が４グループに分かれ、｢訪

れるのが楽しい、ワクワクする

市役所をつくろう！｣ をテーマ

に、夢やビジョンをグループで

話し合い、最後に各グループごとに発表しました。

　このワークショップで

は、福澤宗道さん（足利工

業大学名誉教授）に、コー

ディネーター役をお願い

し、運営の協力をしてい

ただきました。

　ワークショップ終了後は、市長を囲んで懇談が行われ、

中学生から市長へ感想や意見が交わされました。 

　なお、このワークショップの報告書は市ホームページ

の「新庁舎建設事業」のページでご覧いただけます。

26

第２０回さの秀郷まつりが開催されました

　第２０回を迎える今回は、１１年ぶりとなる前夜祭が開催されました。

　８月１０日（金）の前夜祭では、市内の子どもたちやさのまるなどのキャラ

クター、また佐野女子・佐野東高校の生徒や、佐野ブランド姫・増田麻美

さんら5人の２０１２年度・ミス日本によるファッションショーが行われた

ほか、佐野ブランド大使・ダイアモンド　ユカイさんによる、カバーアル

バム「Respect」発売を記念したアコースティックライブが開催されました。

会場を訪れた皆さんは、ショー出演者の艶やかな姿や、ユカイさんの歌声に魅了されました。

　まつり初日となった１１日（土）には、「秀郷流流鏑馬」・「市民総おど

り」・「さのまるテーマソング発表会」などが開催されました。さのま

るのテーマソングは、ユカイさんが作詞・作曲を手掛けたもので、ユ

カイさん自らの歌声でこの日初めて披露されました。「さのまる音頭

で さーの♪さの♪」と聴いた誰もが歌い・踊りたくなるような、楽し

い曲が完成しました。

　１２日（日）には、みこし・おはやしの巡行が行われ、１０基のみこしと４基のお

はやしが勇壮な掛け声や賑やかな音楽とともに佐野駅周辺を練りまわりました。

　このほか、メインステージでは各団体・グループにより演奏や踊り・演武など

が 2日間をとおして披露されたほか、駅前ステージでもバンド演奏などが披露さ

れました。また、駅前交流広場では「なかよしプレイランド」が設けられ、ベー

ゴマ大会が開催されるなど、前夜祭を含め３日間、大勢の人が訪れ、お祭りを楽

しみました。

新庁舎設計に関するこどもワークショップ

　８月１日（水）、南部学校給食センターの

落成式が行われました。

　同センターは既存の給食センターの老朽

化を受け、大橋町の市民会館跡地に建設さ

れ、最大５, ５００食の給食を提供するこ

とができます。汚染防止のための最新設備

やアレルギー対応食を調理する特別食調理

室が整備されているほか、２階のラウンジ

からは調理作業・食器洗浄作業が見学でき、

｢食育｣ の拠点施設としても活用が期待さ

れます。

　８月３１日から、

小学校８校・中学校

５校へ「さのまる」

を絵柄にした新たな

食器を使い、給食の

提供を始めています。

南部学校給食センターが完成
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鳴
き
声
が

生
き
物
の
名
前
に
な
っ
た

●
梟
ふ
く
ろ
うの
方
言
…
梟
は
目
が
丸
く
て
大
き
く
、
昼
間
は
林
の
繁

み
や
木
の
洞ほ
ら
あ
な穴
で
じ
っ
と
休
ん
で
い
ま
す
。
夜や
こ
う
せ
い

行
性
な
の
で
、

夜
に
活
動
し
、
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
を
捕
ら
え
て
食
べ
て
い
ま
す
。

鳴
き
声
は
独
特
で
一
般
に
は
「
ゴ
ロ
ス
ケ
ホ
ー
ホ
ー
」
と
鳴

く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
方
言
で
は
こ
の
「
ホ
ー
ホ
ー
」

が
「
ホ
ッ
コ
ー
」
と
な
り
、
ホ
ッ
コ
ド
リ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

●
油あ
ぶ
ら
ぜ
み
蝉
の
方
言
…
油
蝉
は
体
が
全
体
的
に
黒
っ
ぽ
く
、
羽
は

不
透
明
で
褐
色
、
夏
の
暑
い
日
に
は
樹
の
上
で
「
ジ
ー
ジ
ー
」

と
高
い
声
を
出
し
て
鳴
き
ま
す
。
こ
の
鳴
声
か
ら
、
油
蝉
を

「
ジ
ー
ジ
ー
ゼ
ミ
」
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
蜩
ひ
ぐ
ら
しの
方
言
…
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
夕
暮
れ
ど
き
に
鳴
く

蜩
の
声
が
「
か
な
か
な
」
と
聞
こ
え
た
こ
と
か
ら
、
共
通
語

で
別
名
を
「
か
な
か
な
」
と
も
言
い
ま
す
。
鳴
き
声
が
「
カ
ニ
ャ

カ
ニ
ャ
」
と
高
く
て
美
し
く
聞
こ
え
た
の
で
、
方
言
で
蜩
を

カ
ニ
ャ
カ
ニ
ャ
と
か
、
カ
ニ
ャ
カ
ニ
ャ
ゼ
ミ
と
い
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

●
水く
い
な鶏
の
方
言
…
一
般
に
水
鶏
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
緋ひ

く

い

な

水
鶏
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
夏
の
渡
り
鳥
で
、
沼
や

沢
の
草
地
に
か
く
れ
て
い
ま
す
。
胸
は
赤
褐
色
、
脚
は
赤
く

て
長
く
動
作
は
敏
び
ん
し
ょ
う
捷
で
す
。
早
朝
、
ま
た
は
夜
間
に
は
「
コ

ン　

コ
ン
」、
ま
た
は
「
キ
ョ　

キ
ョ（
キ
ョ
ッ　

キ
ョ
ッ
）」

と
鳴
き
ま
す
が
、
そ
の
鳴
き
声
が
カ
ン
カ
ン
と
も
聞
こ
え
た

こ
と
か
ら
、
方
言
で
は
カ
ン
カ
ン
ド
リ
と
い
い
、
昭
和
の
初

め
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

　８月１１日（土）、一般国道２９３号の新会沢ト

ンネルの開通式・通り初め式がとり行われ、同日

午後２時から開通となりました。

　佐野市と栃木市との境にある一般国道２９３号

会沢トンネルは昭和４３年から供用が開始されま

したが、道幅が狭く、歩道が整備されていないこ

とで、円滑・安全な交通に支障をきたしている状

況にありました。このため現在のトンネルを一車

線に変更し、新たなトンネルとの上下線それぞれ

一車線とすることで、円滑な交通と安全性の向上

を図り、整備が進められていました。

　開通式・通り初め式のこの日は、関係する佐野市・

栃木市の関係者、工事関係者、地元自治会の皆さ

んが出席し、工事の完成のお祝いと今後の安全を

祈念しました。

　この工事の完成により、国道２９３号は佐野市

から栃木市方面に向かう際には従来の会沢トンネ

ルを、栃木市から佐野市方面に向かう際には新会

沢トンネルを通る一車線のトンネルになりました。

通行される際にはお間違いのないよう、お気を付

けください。

生涯学習を目指して！

　伴侶が天空に旅立って、途方に暮れていたころ、広

報さのに福祉住環境コーディネーター検定試験のこ

とが掲載されていました。

　私事ですが、夫は８年間病んで、うち４年間は半身

不随でベッドの上での生活でしたが、介護保険制度

のおかげで、訪問介護や入浴、福祉用具の貸出サービ

スを利用させていただき、快適に過ごせていました。

　高齢者や障がい者がその人らしい生活ができるよ

う生活の質（Quality of life）の向上に、住環境整備は

必要不可欠なことだと実感していた私は、この記事

を見て、検定試験に奮起することにしました。

　試験の勉強は、年老いた脳には、年号や横文字がイ

ンプットされず、難儀しましたが、老いていく私自身

にとっても、とても有意義な内容のテキストだった

ので、こうした勉強をするチャンスに出会えたのは

本当に良かったと思います。

　午前と午後の２時間。人生初めてのマークシート。

充実した勉強の日々と試験の一日でした。

　一念発起して挑戦した試験は私にとって、本当に

有意義なものでした。

　広報さのにはさまざまな情報が掲載されていま

す。皆さんも何か参加されてみてはいかがでしょう

か？きっとためになりますよ！（市民記者　Ｈ・Ｔ）
▲

広
報
さ
の
で
は
毎
月
、
講
座

　

情
報
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

　

を
掲
載
し
て
い
ま
す

国道２９３号　新会沢トンネルが開通



泰
綱
、
連
歌
師
を
招
く

広
報
さ
の　
■
平
成
２４
年
９
月
１
日
号

■
編
集　

佐
野
市 

政
策
調
整
課

※
本
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す 〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１

URL http://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生　８１人　●死亡 １０７人

●婚姻　３９ 組　●離婚　 １６組

●転入 ２２７人   ●転出 ２９３人

人口の動き（７月分）

	●人口１２３，６７６人（－９２）　●世帯４８，９６３戸（＋５）

　　男　６０，９５１人（－６０）　　 （　）は前月比

　　女      ６２，７２５人   （－３２）　

人口と世帯数（８月１日現在）

蒼
そ う た

大ちゃん 平成２４年２月生

鈴木康郎・敦子さん（高萩町）

此
こ な み

南ちゃん 平成２２年５月生

太田秀和・尚子さん（大橋町） 藤田紀人・直美さん（鐙塚町）

佐野市堀米町820-5（清澄高校すぐそば）

自
分
の
時
間
を

  

自
分
ら
し
く
生
き
る

    

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む

自
分
の
時
間
を

  

自
分
ら
し
く
生
き
る

    

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
む

佐野

～空き部屋有(若干)～
体験入居可能

～空き部屋有(若干)～
体験入居可能

～社員募集中～
詳しくはご連絡下さい
～社員募集中～

詳しくはご連絡下さい

個別入居相談会開催
9月9日(日)
9:00～16:00
随時受付を行っております

ご都合に合わせてご来場ください

写真はイメージです

　

永
正
６
（
１
５
０
９
）
年
、
当

時
関
東
を
旅
し
て
い
た
連
歌
師
の

宗そ
う
ち
ょ
う
長
は
そ
の
旅
路
で
佐
野
を
訪
れ

て
お
り
、
そ
の
時
の
様
子
が
宗
長
の

旅
行
記
「
東
あ
づ
ま
じ路
の
津つ

と登
」
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
宗
長

は
佐
野
家
第
25
代
の
泰や
す
つ
な綱
の
屋
敷

に
招
か
れ
、
越
前
守
と
と
も
に
連

歌
を
楽
し
ん
だ
、
と
あ
り
ま
す
。　

泰
綱
亭
に
つ
い
て
は
、
根
小
屋
地
区

（
現
在
の
栃
本
町
）
に
所
在
し
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

連
歌
と
は
、
同
じ
テ
ー
マ
の
和
歌

を
複
数
の
作
者
で
次
々
と
詠
ん
で

繋
げ
て
ゆ
く
と
い
う
遊
び
で
、
京
都

を
中
心
に
そ
の
流
行
は
地
方
に
も

及
ん
で
い
ま
し
た
。

　

宗
長
は
６
日
間
滞
在
し
た
後
、

北
方
へ
と
旅
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

そ
の
帰
路
で
も
佐
野
に
再
び
立
ち

寄
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
７
日
間

滞
在
し
、
「
佐
野
の
舟
橋
」
の
跡
を

見
る
た
め
葛
生
の
ふ
る
恋
路
（
現
在

の
古
越
路
）
な
ど
を
訪
れ
た
後
、
今

度
は
越
前
守
亭
に
て
連
歌
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
佐

野
家
の
武
将
た
ち
が
宗
長
と
の
交

流
を
歓
迎
し
て
お
り
、
上
方
の
文
化

に
も
親
し
ん
で
い
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

戦
国
の
時
代
に
武
将
た
ち
は
佐

野
家
の
興
隆
に
奔
走
し
て
お
り
、
家

長
と
し
て
長
き
に
渡
っ
て
佐
野
家

を
治
め
た
泰
綱
も
そ
の
例
外
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
厳
し
い
日
常
の
中
で
も
、
文
化
的

な
営
み
を
求
め
る
心
を
忘
れ
ず
に

持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
記

録
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。

▲現在の根小屋地区

国指定史跡を目指して！　№４２
生涯学習課
 ☎（６１）１１７４

松本直樹・恵子さん（堀米町）

悠
ゆ う き

希ちゃん 平成２３年８月生 惇
じゅんせい

生ちゃん 平成２３年１２月生




